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桐
生
は
東
京
か
ら
２
時
間

弱
の
距
離
に
あ
り
な
が
ら
、
四

季
を
感
じ
ら
れ
る
豊
か
な
自
然
、

歴
史
と
伝
統
あ
る
ま
ち
な
み
や

特
徴
あ
る
食
文
化
、
パ
ワ
フ
ル

な
祭
り
な
ど
、
他
の
都
市
に
は

な
い
素
晴
ら
し
さ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
桐
生
に
暮

ら
す
こ
と
を
考
え
る
人
を
で
き

る
限
り
応
援
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
「
き
り
ゅ
う
暮
ら
し
応
援

事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
桐
生
に
移
住
や
定

住
を
考
え
る
人
の
住
宅
の
新

築
・
購
入
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
ま
た
、

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
除
却

な
ど
に
助
成
し
て
応
援
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
、
元
気
・
安
心
・
未
来
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
も
の
で
す
。

　
７
月
12
日
（
水
）
に
は
、
東

京
の
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
」
で
マ

ス
コ
ミ
関
係
者
を
対
象
に
、
移

住
・
定
住
促
進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
す
。
数
あ
る
桐
生
の

魅
力
を
ひ
と
つ
で
も
多
く
伝
え

て
こ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

元
宿
浄
水
場
開
放

まちの話題

第
17
回
け
ん
こ
う
ま
つ
り

こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ

　
６
月
11
日
（
日
）
に
保
健
福
祉
会
館
で
、
家
族
で
楽
し
み
な
が

ら
健
康
と
子
育
て
に
役
立
つ
知
識
を
体
験
を
交
え
て
学
べ
る
「
第

17
回
け
ん
こ
う
ま
つ
り
」
と
「
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
、
約

９
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
保
健
関
係
の
団
体
や
機
関
の
協
力
に
よ
り
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
骨
密
度
、
血
管
年
齢
、
物

忘
れ
、
肌
水
分
、
敏
し
ょ
う
性
測
定
な
ど
機
械
を
使
っ
て
楽
し
み
な

が
ら
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
育
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
紙
芝
居
や
か
る
た
、
つ
り
ゲ
ー
ム
な
ど
お
子
さ
ん
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
内
容
で
、
親
子
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
は
、
お
も
ち
ゃ
作
り
や
手
遊
び
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
を
行
い
大
勢
の
お
子
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
６
月
４
日
（
日
）
に
「
元
宿
浄
水
場
開
放
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
水
道
週
間
に
合
わ
せ
て
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今

年
は
、
１
１
９
４
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
急
速
ろ
過
室
や
水
質
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
ふ
だ
ん
は
見
ら
れ
な

い
施
設
の
見
学
や
、
水
道
相
談
、
蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン
交
換
の

実
演
、
水
道
水
と
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
飲
み
比
べ
る
「
利

き
水
」
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
水
道
に
関
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
水
道
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
地
元
の
盆
栽
会
の
展
示
や
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
愛
好
会
、

桐
生
商
業
高
校
ダ
ン
ス
部
の
出
演
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
、
大
勢
の
来
場
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
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新
桐
生
駅
は
、
改
札
と
下
り
ホ

ー
ム
の
間
の
移
動
に
は
階
段
を
利

用
す
る
し
か
な
く
、
高
齢
の
人
や

荷
物
の
多
い
人
な
ど
が
利
用
し
づ

ら
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
県
が
実
施
す
る
新
桐

生
駅
周
辺
整
備
事
業
（
都
市
計
画

道
路
本
町
線
街
路
事
業
）
に
合
わ

せ
、
駅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る

た
め
の
調
整
を
、
現
在
、
関
係
機

関
と
進
め
て
い
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
鉄
道
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
１
日

の
平
均
利
用
者
数
３
０
０
０
人
以

上
の
鉄
道
駅
を
優
先
的
に
整
備
し
、

３
０
０
０
人
未
満
で
も
地
域
の
実

情
に
よ
り
、
可
能
な
限
り
実
施
す

る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
桐
生
駅
は
、
平
成
27
年
度

の
１
日
の
平
均
利
用
者
数
が

２
２
５
０
人
で
し
た
。
優
先
整
備

の
基
準
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
円
滑
な

移
動
と
駅
利
用
者
の
利
便
性
向
上

を
図
る
た
め
、
早
期
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

新
桐
生
駅
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
駅
の
施
設
整
備
を
早
期
に
進
め
る
に
は
鉄
道
駅
の
利
用
者
を
増

や
す
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。
鉄
道
で
お
出
か
け
の
際
は
、
新
桐
生
駅
を
は
じ
め
市
内
の

駅
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
広
域
連
携
推
進
室
広
域
連
携
推
進
担
当
（
☎
内
線
３
８
６
）
へ
。

公共交通を利用しましょう

公共交通の現状

　急速な少子高齢化の進展や自動車に頼った生活への
移行などの要因もあり、鉄道やバスなど公共交通の利
用者は減少し、地域公共交通の維持が困難になってき
ています。しかし、地域公共交通の必要性が低下して
いるわけではなく、自動車を運転できない人たちを
はじめ、誰もが公共交通を利用して外出できるまち、
人々が生き生きと活動できるまち、環境に優しい移動

手段が確保されたまちをつくることの重要性は、これ
まで以上に増しています。

利用しやすい公共交通とするために

　今後も利用者の減少が続けば、利用されない路線は
減便や廃線となり、より一層不便になることが考えら
れます。
　公共交通を利用することが、鉄道やバス路線を維持
することになり、また、利用状況により運行便数や施
設整備などが検討されますので、利用者の増加が利便
性の向上にもつながります。
　環境に優しく、誰もが利用できる公共交通を将来に
渡って維持していくため、鉄道やバスの積極的な利用
に御協力ください。
　問い合わせは、広域連携推進室広域連携推進担当
（☎内線386）へ。
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全
日
本
八
木
節
競
演
大
会

　
八
木
節
日
本
一
を
目
指
し
て
、

本
町
五
丁
目
ワ
イ
ド
ス
テ
ー
ジ

（
本
町
通
り
足
利
銀
行
前
特
設
会

場
）
で
行
い
ま
す
。
熱
の
こ
も
っ

た
正
調
八
木
節
の
迫
力
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
み
こ
し
ま
つ
り

　
子
供
が
手
作
り
の
み
こ
し
を
力

合
わ
せ
て
担
ぎ
、
コ
ロ
ン
バ
ス
通

り
や
本
町
通
り
を
練
り
歩
き
ま
す
。

ゴ
ー
ル
地
点
の
新
川
公
園
で
は
、

フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
「
キ

ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

し
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
御
参
加

く
だ
さ
い
。

Ｋキ

 リ

 ュ

 ウ

Ｉ
Ｒ
Ｙ
Ｕ
　
Ｏオ

 ブＦ
　
Ｔ
Ｈザ

Ｅ 

Ｄデ

 ッ

 ド

Ｅ
Ａ
Ｄ
　
Ｅエ

 ボ

 リ

 ュ

 ー

 シ

 ョ

 ン

Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

　
有
鄰
館
を
舞
台
に
し
た
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ク
リ
ア
型
お
ば
け
屋
敷
で

す
。
本
格
的
な
ゾ
ン
ビ
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

鉾ほ
こ

の
曳ひ

き
違
い

　
本
町
三
丁
目
の
「
翁お

き
な
ぼ
こ鉾」
と
本

町
四
丁
目
の
「
四し

ち
ょ
う
め
ぼ
こ

丁
目
鉾
」
に
よ

る
曳
き
違
い
が
行
わ
れ
ま
す
。
両

鉾
の
上
で
は
、
囃は

や
し
れ
ん

子
連
が
祇
園
囃

子
の
演
奏
を
競
い
ま
す
。

織
都
桐
生
千
三
百
年

桐
生
織
物
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
市
（
桐

生
織
物
産
地
謝
恩
セ
ー
ル
）

　
桐
生
産
地
が
生
み
出
す
繊
維
製

品
の
素
晴
ら
し
さ
を
よ
り
多
く
の

人
に
紹
介
す
る
こ
と
た
め
、
繊
維

製
品
を
格
安
の
謝
恩
価
格
で
提
供

し
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
パ
レ
ー
ド

　
本
町
三
丁
目
交
差
点
を
出
発
し
、

本
町
通
り
を
錦
町
十
字
路
ま
で
進

む
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。
仮
装
、

八
木
節
、
み
こ
し
な
ど
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
様
々
な
出
し
物
が
、
沿

道
の
人
達
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

ダ
ン
ス
八
木
節

　
新
川
公
園
で
行
い
ま
す
。
自
由

に
考
え
、
創
作
し
た
曲
や
踊
り
で
、

「
新
し
い
八
木
節
」
を
披
露
し
、

競
い
合
い
ま
す
。

八
木
節
子
ど
も
大
会

　
市
内
や
近
隣
地
域
な
ど
か
ら
参

加
す
る
子
供
八
木
節
チ
ー
ム
が
、

お
囃は

や
し子
、
音
頭
、
踊
り
の
そ
れ
ぞ

れ
に
お
い
て
大
人
顔
負
け
の
八
木

節
を
披
露
し
ま
す
。
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
演
じ
る
子
供
は
、
見
る
人

を
引
き
付
け
ま
す
。

全
日
本
八
木
節
歴
代
優
勝
者

共
演
大
会

　
毎
年
、
優
勝
を
目
指
し
て
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
演
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
全
日
本
八
木
節
競
演
大
会
の
歴

代
優
勝
者
が
自
慢
の
喉
を
披
露
す

る
、
夢
の
共
演
大
会
で
す
。
桐
生

八
木
節
お
ど
り
共
演
大
会
と
合
同

で
開
催
し
ま
す
。

桐
生
八
木
節
お
ど
り
共
演
大
会

　
錦
町
商
店
街
内
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
す
。
一
流
の
お
囃
子
や
歴
代

優
勝
者
の
音
頭
に
乗
り
、
華
や
か

な
八
木
節
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

み
こ
し
渡
御

　
桐
生
祇
園
祭
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で

す
。
本
町
の
各
町
会
、
横
山
町
の

町
会
ご
と
に
、
そ
ろ
い
の
法
被
を

着
た
粋
な
み
こ
し
の
担
ぎ
手
達
が

勇
ま
し
い
掛
け
声
と
共
に
、
本
町

通
り
を
練
り
歩
き
ま
す
。

大お
お
の
ぼ
り幟
掲
揚
・
祇
園
屋
台
展
示

　
本
町
二
丁
目
地
内
に
、
高
さ
20

メ
ー
ト
ル
の
大
幟
が
掲
揚
さ
れ
る

と
と
も
に
、
祇
園
祭
礼
屋
台
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

協
賛
金
に
御
協
力
を

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
協
賛
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
協
賛
金

に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
交
流

課
観
光
・
物
産
係
（
☎
内
線

３
６
９
）
へ
。

第 54 回第 54 回

８月４日（金）～６日（日）８月４日（金）～６日（日）

　
ま
つ
り
期
間
中
は
、
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
各
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
長
い
歴
史
を
持
つ
荘
厳
な

桐
生
祇ぎ

お
ん
ま
つ
り

園
祭
の
祭
礼
行
事
も
行
わ

れ
ま
す
。
迫
力
あ
る
み
こ
し
渡と

御ぎ
ょ

な
ど
を
是
非
、
御
覧
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
交
流

課
観
光
・
物
産
係
（
☎
内
線

３
６
９
）
へ
。
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期日 行事名 会場・順路など 時間

８月４日
（金）

まつり装飾 まつり会場内 15：00～
本二祇園屋台展示（イベント） 本町二丁目地内 終日

全日本八木節競演大会
予選会 市民文化会館小ホール 10：30～
決戦大会 本町五丁目ワイドステージ（足利銀行前） 18：30～21：30

子どもみこしまつり
キッズフェスティバル 新川公園 13：30～18：00
みこしパレード 新川公園～市内各所～新川公園 15：15～17：00

八木節おどり

本町二丁目本二宏
こうりゅうおお

龍大やぐら（矢野園駐車場前） 19：00～21：45

本町五丁目粋
すいしょうおお

翔大やぐら（ガスプラザ前） 19：00～21：45
本町六丁目（メモリード前） 19：00～21：45
末広町（メガドン・キホーテ前） 19：00～21：45
錦町（錦町商店街内） 19：00～21：45

８月５日
（土）

まつり装飾 まつり会場内 終日
本二祇園屋台展示（イベント） 本町二丁目地内 終日
織都桐生千三百年　桐生織物メチャクチャ市 市民文化会館スカイホール及び第１会議研修室 10：00～13：00
KIRYU OF THE DEAD EVOLUTION 有鄰館、本町二丁目 12：00～19：00
八木節子ども大会 末広町（メガドン・キホーテ前） 17：00～21：30
鉾の曳き違い 本町三丁目、本町四丁目地内 19：00～21：30

八木節おどり

末広町（メガドン・キホーテ前） 12：30～15：30
本町二丁目本二宏龍大やぐら（矢野園駐車場前） 19：00～21：45
本町五丁目ワイドステージ（足利銀行前） 18：30～21：30
本町五丁目粋翔大やぐら（桐生ガスプラザ前） 18：30～21：45
本町六丁目（メモリード前） 19：00～21：45

８月６日
（日）

まつり装飾 まつり会場内 終日
本二祇園屋台展示（イベント） 本町二丁目地内 終日
ジャンボパレード 本町三丁目～錦町十字路 13：00出発
ダンス八木節 新川公園 15：00～21：30
全日本八木節歴代優勝者共演大会 錦町（錦町商店街内） 19：00～21：45
桐生八木節おどり共演大会 錦町（錦町商店街内） 19：00～21：45

八木節おどり

末広町（メガドン・キホーテ前） 14：00～17：00
本町二丁目本二宏龍大やぐら（矢野園駐車場前） 19：00～21：45
本町五丁目粋翔大やぐら（ガスプラザ前） 19：00～21：45
本町五丁目ワイドステージ（足利銀行前） 18：30～21：30
本町六丁目（メモリード前） 19：00～21：45
末広町（メガドン・キホーテ前） 19：00～21：45

第 54回桐生八木節まつり開催日程

桐生祇園祭
（みこし）

期日 行事名 会場・順路など 時間

８月 3 日（木） みこし宵
よい

の出
しゅつぎょ

御 美和神社～本町二丁目 20：00～
８月 5 日（土） みこし渡

と ぎ ょ

御 本町（天王町＝本町二丁目） 12：00～16：40
８月 6 日（日） みこし還

かんぎょ

御 本町二丁目～美和神社 12：00出発

※時間や内容などは、変更になる場合があります。

宵の出御宵の出御 全日本八木節歴代優勝者共演大会全日本八木節歴代優勝者共演大会 ダンス八木節ダンス八木節

5 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111
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渡
良
瀬
川

桐生
大橋

錦
桜
橋

中
通
り
大
橋

桐生商業高校

市民文
化会館

旧昭和小

市役所

（錦町十字路）

南小

コロンバス通り

上電西桐生駅

東小

中
通
り

有鄰館

本
町
通
り

天満宮

北小

西小

西公民館分館
（旧西中）
山手通り

新川
公園

▼
まつり事務局

Ｊ
Ｒ
桐
生
駅

▼

警備本部 ▼
救護本部

▲

（錦町一丁目）▲

（本町四丁目）▲

（本町三丁目）▲

桐生第一高校

青年
の家

樹徳
高校

Ｐ

末広町通り

★

★

★

★

★

★まつり事務局（☎ 43 ｰ 6908）
ＪＲ桐生駅構内市民活動推進センターゆい内

警備本部（☎ 43 ｰ 6909）
桐生ガスプラザ駐車場内

救護本部（☎ 43 ｰ 0800）
桐生ガスプラザ駐車場内

★＝やぐら

Ｐ　＝桐生市観光バス
　　駐車場
　　（大型・中型バス専用）
事前予約が必要です。
　問い合わせは、観
光交流課観光・物産
係（☎内線366）へ。

Ｐ＝臨時駐車場
利用時間
午前 11時～午後 10 時 30 分
※学校は教職員用駐車場を御利用
ください。

交通規制
歩行者用道路
下の期間は歩行者専用道路になります。

８月 4日（金）　15：00～ 22：00
８月 5日（土）　12：00～ 22：00
８月 6日（日）　12：00～ 22：00
　　８月 4日（金）　15：00～　※
※は子どもみこしパレード終了までで、終
了予定は18：00です。

車両通行可能な交差点
まつり期間中も車両通行が可能です。
ただし、錦町一丁目交差点は８月 4
日（金）15：00から子どもみこしパ
レード終了までは車両通行ができま
せん。

おりひめバスうかい運行
　８月３日（木）から８月６日（日）まで、全路線が巴町二丁目、桐生駅
西側の高架下を通るコースにうかい運行します。梅田線、新桐生駅～
桐生女子高線、菱線については、中通りにもうかい運行します。
　また、中通り及び錦町十字路交差点付近にも臨時バス停を設置し
ますので、御利用ください。なお、まつり期間中は、交通渋滞により、
バスの運行に遅れが発生する場合がありますので、御注意ください。
　問い合わせは、広域連携推進室広域連携推進担当（☎内線387）又
は桐生朝日自動車株式会社（☎54‐2420）へ。

西桐生 （発） 21:46
丸山下 （〃） 21:48
富士山下 （〃） 21:49
天王宿 （〃） 21:51
桐生球場前 （〃） 21:53
赤城 （〃） 21:58
東新川 （〃） 22:00
新川 （〃） 22:02
新里 （〃） 22:05
膳 （〃） 22:07
粕川 （着） 22:09

上毛電鉄 西桐生駅→粕川駅

桐生 （発） 15：46 18：29 19：27 20：20 20：59 21：50 22：35
下新田 （〃） 15：49 18：32 19：31 20：23 21：02 21：53 22：38
相老 （〃） 15：55 18：36 19：37 20：27 21：06 21：57 22：42
運動公園 （〃） 15：57 18：38 19：40 20：29 21：08 21：59 22：44
大間々 （着） 16：02 18：43 19：44 20：34 21：13 22：04 22：49

わたらせ渓谷鐵道
桐生駅→大間々駅

大間々 （発） 15：16 18：00 18：55 19：53 20：39 21：21 22：10
運動公園 （〃） 15：20 18：05 18：59 19：58 20：43 21：26 22：14
相老 （〃） 15：25 18：10 19：03 20：07 20：46 21：31 22：17
下新田 （〃） 15：28 18：12 19：06 20：09 20：48 21：33 22：19
桐生 （着） 15：31 18：16 19：09 20：12 20：52 21：37 22：23

大間々駅→桐生駅

まつり期間中の連絡案内所

案内図
第 54 回 桐生八木節まつり

臨時列車８月４日（金）～６日（日）

広報きりゅう平成29年7月号 6
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7 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

桐
生
市
職
員
採
用
試
験

（
社
会
福
祉
・
初
級
事
務
・
初

級
土
木
）

試
験
期
日
＝
９
月
17
日
（
日
）

※
第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
す
る

第
２
次
試
験
は
10
月
中
旬
、
第
２

次
試
験
合
格
者
に
対
す
る
第
３
次

試
験
は
11
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

試
験
場
所
＝
市
役
所

職
種
・
試
験
内
容

▼
社
会
福
祉
＝
大
学
卒
業
程
度
の

教
養
試
験
、専
門
試
験
、適
性
検
査

▼
初
級
事
務
＝
高
校
卒
業
程
度
の

教
養
試
験
、
適
性
検
査

▼
初
級
土
木
＝
高
校
卒
業
程
度
の

教
養
試
験
、専
門
試
験
、適
性
検
査

対
象

▼
社
会
福
祉
＝
昭
和
58
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
、
次
の
①
若
し

く
は
②
の
条
件
に
該
当
す
る
人

①
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉

士
の
い
ず
れ
か
の
登
録
を
し
て
い

る
人
又
は
平
成
30
年
３
月
ま
で
に

登
録
見
込
み
の
人
（
平
成
30
年
２

月
実
施
予
定
の
国
家
試
験
で
当
該

資
格
を
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む
）

②
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
を

修
了
し
た
人
又
は
平
成
30
年
３
月

ま
で
に
修
了
す
る
見
込
み
の
人

▼
初
級
事
務
・
初
級
土
木
＝
平
成

６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。
た

だ
し
、
大
学
卒
業
及
び
卒
業
見
込

み
の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数
＝
各
若
干
人

申
し
込
み
＝
７
月
14
日
（
金
）
か

ら
31
日
（
月
）
ま
で
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
直
接

市
役
所
３
階
の
人
事
課
へ
。
な

お
、
郵
送
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

郵
送
の
場
合
は
７
月
31
日
（
月
）

ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り

ま
す
。

　
試
験
案
内
と
申
込
用
紙
は
、
市

役
所
１
階
の
総
合
案
内
所
、
新

里
・
黒
保
根
支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
有
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
人
事
課
人
事

担
当
（
☎
内
線
５
４
２
）
へ
。

桐
生
市
消
防
職
員

採
用
初
級
試
験

試
験
期
日
＝
９
月
17
日
（
日
）

※
第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
す
る

第
２
次
試
験
は
10
月
中
旬
、
第
２

次
試
験
合
格
者
に
対
す
る
第
３
次

試
験
は
11
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

試
験
場
所
＝
消
防
本
部

試
験
区
分
＝
初
級
消
防

試
験
内
容
＝
高
校
卒
業
程
度
の
教

養
試
験
、
作
文
、
体
力
試
験

対
象
＝
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
た
だ
し
、
大
学
卒
業
及

び
卒
業
見
込
み
の
人
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数
＝
７
人
程
度

申
し
込
み
＝
７
月
14
日
（
金
）
か

ら
31
日
（
月
）
ま
で
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
直
接

消
防
本
部
３
階
の
総
務
課
へ
。
な

お
、
郵
送
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

郵
送
の
場
合
は
７
月
31
日
（
月
）

ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り

ま
す
。

　
試
験
案
内
と
申
込
用
紙
は
、
消

防
本
部
総
務
課
、
各
消
防
署
・
各

分
署
、
市
役
所
１
階
の
総
合
案
内

所
、
新
里
・
黒
保
根
支
所
の
ほ
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、消
防
本
部
総

務
課
庶
務
係（
☎
47
１
７
０
１
）へ
。

桐
生
市
職
員
・
消
防
職
員

採
用
試
験

申
し
込
み
は
、
７
月
14
日
（
金
）
か
ら
31
日
（
月
）
ま
で

平成30年
４月１日採用

　
昼
間
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど

で
家
庭
に
い
な
い
小
学
生
を
対

象
に
、
遊
び
や
生
活
の
場
を
提

供
す
る
「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」
の
支
援
員
及
び
補
助
員

（
60
歳
未
満
の
人
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
休
み
な

ど
の
長
期
休
暇
期
間
の
み
働
け

る
人
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
市

が
地
元
の
運
営
委
員
会
（
自
治

会
関
係
者
、
小
学
校
長
、
保
護

者
な
ど
で
構
成
）
な
ど
と
委
託

契
約
を
締
結
し
、
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
雇
用
契
約
は
、
各

ク
ラ
ブ
と
の
契
約
と
な
り
ま

す
。

勤
務
日
＝
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

ま
で
の
間
で
希
望
す
る
日
※
週

１
・
２
回
程
度
で
も
構
い
ま
せ

ん
。

勤
務
時
間
＝
月
～
金
曜
日
…
午

後
２
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
の

希
望
す
る
時
間
帯
／
土
曜
日
や

長
期
休
暇
な
ど
…
午
前
７
時
30

分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
の
希
望

す
る
時
間
帯

勤
務
内
容
＝
児
童
の
保
育
及
び

安
全
確
保
、
学
習
活
動
の
環
境

づ
く
り
、
生
活
習
慣
を
身
に
付

け
る
手
助
け
な
ど

報
酬
＝
支
援
員
…
時
給
９
５
０

円
／
補
助
員
（
高
校
生
・
大
学

生
な
ど
）
…
時
給
８
５
０
円

※
午
前
７
時
30
分
か
ら
８
時
30

分
ま
で
及
び
午
後
６
時
か
ら
７

時
ま
で
は
、
時
給
に
１
０
０
円

を
加
算
し
ま
す
。

保
険
の
加
入
＝
就
労
日
数
に
関

係
な
く
、
労
災
保
険
に
加
入
し

ま
す
。
ま
た
、
就
労
時
間
に
よ

っ
て
は
、
雇
用
保
険
や
社
会
保

険
に
も
加
入
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
子
育
て
支

援
課
子
育
て
支
援
係
（
☎
内
線

３
０
８
）
へ
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

支
援
員
・
補
助
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
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７
月
中
旬

に
保
険
料
額

決
定
通
知
書

を
郵
送
し
ま

す
。

　
納
付
書
を

同
封
し
ま
す

の
で
、
納
期

限
ま
で
に
忘

れ
ず
に
納
付

し
て
く
だ
さ

い
。

●
特
別
徴
収
の
人
（
保
険
料
が
年

金
か
ら
差
し
引
き
さ
れ
る
人
）

　
７
月
下
旬
に
特
別
徴
収
額
の
決

定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

●
保
険
料
率

　
保
険
料
率
と
限
度
額
は
次
の
表

の
と
お
り
で
す
。
保
険
料
率
、
限

度
額
と
も
平
成
28
年
度
と
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
健
康

保
険
税
（
国

保
税
）
は
、

国
民
健
康
保

険
（
国
保
）

の
運
営
を
支

え
る
貴
重
な

財
源
で
す
。

　
国
保
に
加

入
し
て
い
る

人
が
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き

の
医
療
費
や
出
産
育
児
一
時
金
、

葬
祭
費
な
ど
の
費
用
は
、
皆
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税
と
、

国
・
県
な
ど
か
ら
の
負
担
金
、
市

か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

●
国
保
税
の
税
率

　
平
成
29
年
度
の
国
保
税
の
税
率

と
課
税
限
度
額
は
下
の
表
の
と
お

り
で
す
。
税
率
、
限
度
額
と
も
平

成
28
年
度
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
納
税
義
務
者
は
世
帯
主

　
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い

な
い
場
合
で
も
、
納
税
義
務
者
で

あ
る
世
帯
主
宛
に
送
付
し
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
の
納
付
に
御
協
力

く
だ
さ
い
。

　
※
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た

後
、
国
保
の
離
脱
手
続
き
を
済
ま

せ
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
人
の

分
も
含
め
て
国
保
税
の
計
算
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
速
や
か
に
国
保
の

離
脱
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
納
付
方
法
は
い
ろ
い
ろ

　
国
保
税
の
納
付
は
、
口
座
振
替

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
納
付

で
き
ま
す
の
で
、
都
合
の
良
い
納

付
方
法
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。

●
普
通
徴
収
の
人
（
保
険
料
が
年

金
か
ら
差
し
引
き
さ
れ
な
い
人
）

●
所
得
割
額
の
軽
減

　
保
険
料
の
算
定
に
用
い
る
基
礎

控
除
（
33
万
円
）
後
の
総
所
得
金

額
等
が
58
万
円
以
下
の
被
保
険
者

に
対
す
る
所
得
割
額
の
軽
減
措
置

が
、
平
成
29
年
度
は
平
成
28
年
度

の
５
割
軽
減
か
ら
２
割
軽
減
に
変

わ
り
ま
し
た
。
　

●
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
人
の
軽
減

　
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
人
に
対
す
る
均
等

割
額
の
軽
減
措
置
が
、
平
成
29
年

度
は
平
成
28
年
度
の
９
割
軽
減
か

ら
７
割
軽
減
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
口
座
振
替
（
自
動
払
込
）
は
、

納
め
忘
れ
の
心
配
や
、
納
期
ご
と

に
納
め
に
行
く
必
要
が
な
く
な
る

な
ど
、
便
利
で
確
実
な
納
付
方
法

で
す
。
手
続
き
は
、
通
帳
、
届
け

出
印
、
納
入
通
知
書
を
持
参
し
て
、

金
融
機
関
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
納
付
を
特
別
徴
収
か
ら
口
座

振
替
に
変
更
す
る
場
合
は
、金
融

機
関
で
手
続
き
を
済
ま
せ
た
上
で

「
口
座
振
替
依
頼
書
」の
本
人
控

え
を
持
っ
て
、市
役
所
１
階
の
医
療

保
険
課
又
は
新
里
・
黒
保
根
支
所

市
民
生
活
課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

通
知
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す

　
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
通
知
書
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。
通
知
書
に
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
た
場

合
は
、
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
医
療
保
険
課
保
険
税
係
（
☎
内
線
２
７
４
・
２
７
５
）
へ
。

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
額
決
定
通
知
書

国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書

保
険
料
の
軽
減
措
置
が

変
更

納
付
は
便
利
な

口
座
振
替
で

医療分 支援分 介護分
所得割 ７.６％ ２.２％ ２.０％
均等割 25,000円 7,600円 9,000円
平等割 21,000円 7,200円 6,200円
限度額 540,000円 190,000円 160,000円

●所得割 ＝ 加入者全員の前年の所得額をもとに算出
●均等割 ＝ 加入者１人当たりの額×加入者数 
●平等割 ＝ １世帯当たりの額
●限度額 ＝ １世帯にかかる課税限度額（最高額）

平成29年度国保税の税率と限度額

所得割 ８.６％

均等割 43,600円

限度額
（最高額） 570,000円

平成29年度
後期高齢者医療制度の
保険料率と限度額

はがきで送ります

緑色の封筒で送ります

水色の封筒で送ります
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国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療助成のお知らせ

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
人
に
は
、
新
し
い

受
給
者
証
を
７
月
中
旬
に
郵
送
し

ま
す
。
保
険
医
療
機
関
な
ど
で
受

診
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
証
と

高
齢
受
給
者
証
を
一
緒
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
郵
送

す
る
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、

平
成
30
年
７
月
31
日
で
す
。
た
だ

し
、
８
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
７

月
31
日
ま
で
に
75
歳
を
迎
え
る
人

は
、
誕
生
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

　
75
歳
以

上
の
人
と
65

歳
以
上
の
一

定
の
障
害
が

あ
る
人
に
は
、

新
し
い
被

保
険
者
証

を
、７
月
11

日（
火
）に
発

送
し
ま
す
。

●
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証

　
現
在
有
効
の
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
お

持
ち
の
人
で
、
平
成
29
年
度
も
引

き
続
き
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
な

る
人
に
は
、
新
し
い
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
、
後
期
高
齢
者
被
保
険
者
証
に

同
封
し
て
郵
送
し
ま
す
。

　
国
保
の
高
齢
受
給
者
証
又
は
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
負

担
割
合
が
３
割
負
担
の
人
で
、
前

年
の
収
入
が
一
定
の
基
準
よ
り
少

な
い
場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と
で

２
割
負
担
又
は
１
割
負
担
に
変
更

に
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
に
は
、
「
基
準
収

入
額
適
用
申
請
書
」
が
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
提
示
さ
れ
た
期
間

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
母
子
・

父
子
家
庭

の
「
福
祉

医
療
費
受

給
者
証
」

の
有
効
期

限
は
、
７

月
31
日

（
月
）
で

す
。
引
き

続
き
医
療

費
の
助
成
を
受
け
る
に
は
更
新

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
対
象
者
に
は
、
更
新
の
御
案

内
を
７
月
10
日
（
月
）
に
発
送

し
ま
す
。

　
更
新
の
手
続
き
は
、
母
又
は

父
本
人
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
証
と
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

な
ど
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す

　
国
保
の
高
齢
受
給
者
証
と
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月

31
日
で
す
。
引
き
続
き
対
象
と
な
る
人
に
は
、
新
し
い
も
の
を
郵
送
し
ま
す
。

　
有
効
期
間
が
切
れ
た
も
の
は
、
８
月
以
降
に
医
療
保
険
課
又
は
新
里
・
黒
保
根
支

所
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て
は
、
医
療
保
険
課
国
保
係
（
☎
内
線
２
５
４
・
２
５
５
）

へ
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、
医
療
保
険
課
医
療
助
成
係
（
☎
内

線
２
５
７
・
２
７
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
証

後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証

３
割
負
担
で
申
請
が

必
要
な
人

　
手
続
き
の
際
に
は
、
全
員
の

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
、
全
員

の
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
、

印
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
更
新
の
御
案
内

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
７
月
12
日
（
水
）
～
25

日
（
火
）
※
土
、
日
、
祝
日
を

除
く

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
※
期
間
中
、
医
療
助

成
係
の
み
午
後
７
時
ま
で

場
所
＝
市
役
所
１
階
の
医
療
保

険
課
又
は
新
里
・
黒
保
根
支
所

市
民
生
活
課

　
問
い
合
わ
せ
は
、
医
療
保

険
課
医
療
助
成
係
（
☎
内
線

２
６
０
・
２
７
２
）
へ
。

福祉医療費受給者の
高額療養費について
　１か月分の医療費が高額になり、
自己負担限度額を超えると、加入し
ている医療保険から高額療養費が支
給されます。福祉医療費受給者の自
己負担額は福祉医療費で支払ってい
ますので、高額療養費が支給される
場合は、福祉医療費に返還していた
だくことになります。
　加入している医療保険から高額療
養費に該当した通知や申請書などが
送付されましたら、市役所１階の医
療保険課に届け出てください。
　問い合わせは、医療保険課医療助
成係（☎内線257・272）へ。

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

母
子
・
父
子
家
庭

薄黄色の封筒で
送ります

薄緑色の封筒で送ります

桃色の封筒で送ります
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65
歳
以
上
で
、
特
別
徴
収
の
人

（
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
差
し

引
き
さ
れ
る
人
）
に
は
、
８
月
上

旬
ま
で
に
「
介
護
保
険
料
決
定
通

知
書
」
（
見
本
①
）
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
内
容
を
御
確
認
く
だ
さ

い
。

　
普
通
徴
収
の
人
（
介
護
保
険
料

が
年
金
か
ら
差
し
引
き
さ
れ
な
い

人
）
に
は
、

７
月
中
旬
に

「
介
護
保
険

料
納
付
通
知

書
」
（
見
本

②
）
を
郵

送
し
ま
す
の

で
、
納
期
限

ま
で
の
納
付

に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

　
普
通
徴
収
の
人
の
納
期
は
７
月

か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
８
回
で
す
。

市
役
所
１
階
の
長
寿
支
援
課
、
新

里
・
黒
保
根
支
所
、
境
野
・
広

沢
・
梅
田
・
相
生
・
川
内
・
菱
公

民
館
、
市
が
指
定
す
る
金
融
機
関

の
い
ず
れ
か
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
納
付
に
便
利
な
口
座
振

替
も
利
用
で
き
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
、
納
付
通
知
書
に
同
封
さ
れ

て
い
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
通
帳
と
届
け
出
印
を
持

参
の
上
、
金
融
機
関
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
何
ら
か

の
理
由
に
よ
り
、
納
付
手
続
き
が

難
し
い
場
合
、
訪
問
徴
収
員
が
お

伺
い
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
特
別
な
事
情
が
な
く
、
保
険
料

の
滞
納
が
続
く
場
合
、
利
用
者
負

担
が
３
割
に
な
る
な
ど
の
措
置
が

と
ら
れ
ま
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ

い
。

　
市
で
は
、
介
護
認
定
を
受
け
た

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
し
高
齢
者

な
ど
に
対
し
、
緊
急
通
報
装
置
の

貸
し
出
し
を
行
う
、
緊
急
通
報
装

置
貸
与
事
業
を
、
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
安
心
し
た
在
宅
生
活
の
整
備
に

向
け
、
今
年
度
か
ら
緊
急
通
報
装

置
の
利
用
対
象
範
囲
を
拡
げ
た
、

緊
急
通
報
装
置
設
置
及
び
シ
ス
テ

ム
利
用
事
業
を
新
た
に
開
始
し
ま

し
た
。

　
緊
急
通
報
装
置
は
、
電
話
機
に

セ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
、
家
庭
で
の

事
故
や
突
然
の
病
気
の
と
き
に
簡

単
な
操
作
で
消
防
本
部
に
発
信
さ

れ
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
出

来
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
65
歳
以

上
の
人

設
置
条
件

①
緊
急
連
絡
先
（
親
族
な
ど
）
及

び
最
寄
り
の
協
力
員
（
１
人
以

上
）
が
い
る
こ
と

②
電
話
機
の
近
く
に
電
源
が
あ

る
こ
と
（
電
話
機
に
接
続
し
ま

す
）

③
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ナ
ロ
グ
回
線
で
あ
る

こ
と
（
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
有

料
の
回
線
工
事
が
必
要
と
な
り
ま

す
）

設
置
に
掛
か
る
利
用
者
負
担

住
民
税
課
税
者
＝
５
万
４
３
２
４

円住
民
税
非
課
税
者
＝
２
万
５
０
０
０

円利
用
者
負
担

通
話
料
金
（
基
本
料
金
を
含
む
）
、

電
池
の
交
換
、
装
置
の
故
障
修
理

費
、
市
内
転
居
時
な
ど
の
工
事
費

用　
問
い
合
わ
せ
は
、
長
寿
支
援
課

長
寿
支
援
係
（
☎
内
線
５
５
６
）

へ
。

Ｑ介護保険料ってなに
Ａ介護保険とは、老後の安
心をみんなで支えるという
仕組みです。高齢化に伴い
増加する介護負担を軽減す
るため、40歳以上のすべて
の人が介護保険料を納めま
す。
Ｑどうやって介護保険料を
納めるの
Ａ40歳から64歳までの人
は、医療保険の一部とし
て、65歳からは年金からの
差し引き又は、納付書での
納付となります。
Ｑ介護保険料は何に使われ
ているの
Ａ納めていただいた保険料
は、介護サービス費用に使
われます。介護サービス利
用者の多い桐生市では、サ
ービス内容も多岐にわたり
充実しており、安心して介
護サービスが受けられる環
境づくりに努めています。

介護保険Ｑ＆Ａ
　
平
成
29
年
度
の
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
な
ど
を
７
月
に
郵

送
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
長
寿
支
援
課
介
護
管
理
給
付
係
（
☎
内
線

３
９
０
～
３
９
３
）
へ
。

必
ず
内
容
を

御
確
認
く
だ
さ
い

平
成
29
年
度
介
護
保
険
料
の

お
知
ら
せ

緊
急
通
報
装
置
の

利
用
対
象
を
拡
大
し
ま
し
た

見本①

見本②

緊急通報装置
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群
馬
大
学
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ

社
会
実
装
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
28
年
10
月
15
日
か
ら
、
大
学

周
辺
の
公
道
で
自
動
車
の
自
動
運

転
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
１
日
か
ら
は
、
実
験
車
両

と
実
験
場
所
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま

す
。

目
的

　
現
在
、
自
動
車
の
自
動
運
転
技

術
は
、
世
界
中
で
活
発
に
研
究
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
大
学
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ

社
会
実
装
研
究
セ
ン
タ
ー
で
も
自

動
運
転
技
術
の
研
究
を
行
っ
て
お

り
、
市
内
の
公
道
で
実
証
実
験
を

行
う
こ
と
で
、
完
全
自
律
型
自
動

運
転
の
早
期
社
会
実
装
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
本
実
証
実
験
が
進
む
こ
と
に
よ

り
、
群
馬
大
学
と
市
内
外
の
企
業

や
研
究
機
関
と
の
連
携
が
広
が
り
、

実
験
の
拠
点
と
な
る
桐
生
市
に
お

い
て
自
動
運
転
に
関
す
る
新
産
業
、

新
サ
ー
ビ
ス
が
生
み
出
さ
れ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
桐
生
市
と

し
て
は
、
こ
れ
ら
新
産
業
、
新
サ

ー
ビ
ス
に
市
内
企
業
が
参
入
す
る

機
会
を
増
や
し
、
市
内
産
業
の
活

性
化
に
結
び
つ
く
こ
と
や
、
地
域

住
民
の
生
活
利
便
性
向
上
に
資
す

る
研
究
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

桐
生
市
と
群
馬
大
学
の

産
学
官
連
携
の
取
組
み

　
市
で
は
、
群
馬
大
学
を
核
と
し

た
産
学
官
連
携
を
積
極
的
に
推
進

し
、
産
業
振
興
と
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
自
動

車
の
自
動
運
転
技
術
に
関
し
て
、

公
道
実
証
実
験
を
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
群
馬
大
学
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

実
験
車
両

　
普
通
自
動
車
だ
け
で
な
く
、
研

究
の
進
行
状
況
に
応
じ
て
、
大
型

ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
専

用
車
両
な
ど
、
車
種
が
徐
々
に
追

加
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
実
験
車
両
に
は
目
印
と
し
て

　
市
内
の
企
業
に
多
額
の
発
注
を

し
て
、
市
の
産
業
振
興
に
貢
献
し

た
企
業
に
対
し
て
、
感
謝
状
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、市
外
の
企
業
で
、次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
企
業
で
す
。

①
市
内
の
１
企
業
に
対
す
る
年
間

発
注
額
が
５
０
０
０
万
円
以
上
で
、

そ
の
企
業
の
年
間
受
注
額
の
50
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
る
企
業

②
市
内
の
１
企
業
へ
の
年
間
発
注

額
が
合
計
１
億
円
以
上
の
企
業

貢
献
企
業
の
決
定
及
び
贈
呈
式

　
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
企
業
は
、

市
内
の
企
業
か
ら
の
推
薦
に
基
づ

い
て
８
月
中
に
審
査
し
、
決
定
し

ま
す
。
45
回
の
節
目
と
な
る
今
年

の
贈
呈
式
は
、
10
月
13
日
（
金
）

に
行
う
予
定
で
す
。

　
貢
献
企
業
の
推
薦
は
、
７
月

31
日
（
月
）
ま
で
に
、
所
定
の

推
薦
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
又
は
郵
送
で
産
業
政
策

課
（
市
役
所
３
階
、
〒
３
７
６
‐

８
５
０
１
桐
生
市
役
所
）
又
は
新

里
・
黒
保
根
支
所
地
域
振
興
整
備

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
推
薦

用
紙
は
、
産
業
政
策
課
の
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
政

策
課
産
業
政
策
係
（
☎
内
線

５
８
２
）
へ
。

桐生
天満宮

（天神町二丁目）

幸橋

（本町三丁目）

桐生信用金庫本町支店

（仲町一丁目）

交番

中里橋

（菱町三丁目）

桐生第一
高等学校

「
実
験
用
車
両
」
と
書
か
れ
た
ス

テ
ッ
カ
ー
を
表
示
し
ま
す
。

実
験
期
間

　
平
成
33
年
３
月
ま
で
の
間
で
不

定
期
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
験
場
所

　
６
月
１
日
か
ら
、
実
験
場
所
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
（
地
図
参
照
）
。

地
図
の
赤
線
上
の
道
路
で
大
型
、

中
型
自
動
車
の
自
動
運
転
、
黄
色

の
範
囲
内
の
全
て
の
道
路
で
そ
の

他
の
自
動
車
の
自
動
運
転
を
行
い

ま
す
。

　
な
お
、
地
図
の
範
囲
外
の
地
域

で
も
、
実
験
車
両
が
手
動
運
転
で

走
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
群
馬
大
学

研
究
推
進
部
産
学
連
携
推
進
課

理
工
学
系
産
学
連
携
係
（
☎

30
１
１
０
１
）
へ
。

群
馬
大
学
が
市
内
の
公
道
で
自
動
車
の
自
動
運
転

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す

御
推
薦
く
だ
さ
い

産
業
振
興
貢
献
企
業

実験車両の一例

※赤線の上で大型・中型自動
車の自動運転、黄色部分でそ
の他の自動車の自動運転を行
います。

自動車の自動運転 走行ルート

：新しいルート

：従来のルート
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課
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
り
ま

す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
桐
生
観
光

協
会
（
観
光
交
流
課
☎
内
線

３
６
６
）
へ
。

　
織
物
関
係
の
施
設
や
重
伝
建
地

区
な
ど
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
、
桐
生
の
ま
ち
を
案
内
し
、

桐
生
の
魅
力
を
伝
え
る
観
光
ガ
イ

ド
の
会
〝
織
都
桐
生
〟
案
内
人
の

会
で
は
、
英
語
、
中
国
語
な
ど
外

国
語
が
話
せ
る
観
光
ガ
イ
ド
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
年
齢
・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

桐
生
市
が
好
き
な
人
、
勉
強
し
た

い
人
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

申
し
込
み
＝
登
録
申
請
書
を
市
役

所
３
階
の
観
光
交
流
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
登
録
申
請
用
紙
は
、
観
光
交
流

「〝
織
都
桐
生
〟案
内
人
の
会
」で

外
国
語
が
で
き
る
人
を
募
集
中

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
、
「
免
除
」
又
は
「
猶
予
」
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
は
、
市
役
所
１
階
の
市

民
課
又
は
新
里
・
黒
保
根
支
所
市

民
生
活
課
で
で
き
ま
す
。

　
申
請
の
審
査
は
前
年
所
得
を
基

準
と
し
ま
す
の
で
、
毎
年
所
得
の

申
告
は
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

障
害
基
礎
年
金
な
ど
の

受
給
資
格
を
確
保

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

将
来
の
年
金
受
給
権
の
確
保
だ
け

で
な
く
、
万
一
の
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
を
確
保
で
き
ま
す
。

免
除
（
全
額
・
一
部
免

除
）
申
請

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
や
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ

る
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
全
額
又
は
一
部
免
除
に
な

り
ま
す
。

納
付
猶
予
申
請

　
現
在
50
歳
未
満
の
人
は
、
本
人
、

配
偶
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
免
除
を
受
け
た
期
間
は

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額

に
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
納
付
猶
予

を
受
け
た
期
間
は
追
納
さ
れ
な
い

と
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
の

申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
前
年
度
に
全
額
免

除
、
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
て
お

り
、
継
続
申
請
を
希
望
し
て
い
る

人
は
不
要
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課
年
金

係
（
☎
内
線
２
７
３
）
又
は
桐
生

年
金
事
務
所
（
☎
44
２
３
１
１
）

へ
。

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
御
相
談
く
だ
さ
い

年金請求書の手
続き漏れはあり
ませんか
　老齢基礎年金を受け取るの
に必要な期間（受給資格期
間）が、25年から10年に短縮
されることになりました。
　日本年金機構では、対象と
なる人に、A４サイズの黄色の
封筒を郵送しています。
　制度は８月１日（火）から
開始となります。なお、最も
早い年金の支払いは10月です。
　まだ請求手続きをされてい
ない人は、早目に電話で予約
し、桐生年金事務所で手続き
をしてください。
　問い合わせは、ねんきん
ダイヤル（☎0570‐05‐
1165）へ。

　
４
月
18
日
か
ら
受
け
付
け
を
行

っ
て
い
る
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経

済
対
策
分
）
の
申
請
期
限
は
、
７

月
31
日
（
月
）
ま
で
（
当
日
消
印

有
効
）
で
す
。
ま
だ
申
請
が
済
ん

で
い
な
い
人
は
、
早
目
に
申
請
を

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

お
願
い
し
ま
す
。

　
申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
間
に

合
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
災
害
な

ど
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、

給
付
金
は
支
給
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

御
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
対
象

と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
４
月
中
旬

頃
に
薄
い
青
緑
色
の
封
筒
で
申
請

用
紙
な
ど
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
長
寿
支
援
課

臨
時
福
祉
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
22
５
０
２
５
）
へ
。

年金機構の 
黄色の封筒が届いた方は 
年金が受け取れます 
今すぐ 
予約のお電話を！  

 ０５７０－０５－１１６５（いい老後）

（別添２）横型（小） 
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桐
生
市
に
も
未
曽
有
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
か

ら
70
年
と
な
る
今
年
、
水
害
の
恐

ろ
し
さ
、
防
災
や
避
難
の
重
要
性

を
改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
当
時
の
被
災
状
況
の
写
真
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
＝
７
月
14
日
（
金
）
～
21
日

（
金
）
※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

場
所
＝
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

　
問
い
合
わ
せ
は
、
安
全
安
心
課

防
災
係
（
☎
内
線
４
１
５
）
へ
。

　
渡
良
瀬
川
流
域
大
規
模
土
砂
災

害
対
策
連
絡
会
主
催
に
よ
る
「
カ

ス
リ
ー
ン
台
風
か
ら
70
年
を
迎
え

て
」
と
題
し
た
防
災
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
自
然
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め

に
最
低
限
知
っ
て
お
き
た
い
自

助
、
共
助
を
学
び
ま
す
。

期
日
＝
７
月
14
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
４
時
35

分場
所
＝
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　
問
い
合
わ
せ
は
、
国
土
交
通
省

渡
良
瀬
川
河
川
事
務
所
砂
防
調

査
課
（
☎
０
２
８
４
‐
７
３
‐

５
５
５
１
）
へ
。

写
真
を
展
示
し
ま
す

防
災
講
演
会

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
る

渡
良
瀬
川
決
壊
か
ら
70
年

水道用地を売却します
　売却物件は次のとおりです。
申し込み
　８月18日（金）から31日（木）まで（土・日曜日を
除く）に、申込用紙に必要事項を記入し、必要書類を
添付の上、市役所２階の水道局総務課へ申し込んでく
ださい。
　申込用紙と募集要項は、水道局総務課のほか、市ホ
ームページにも有ります。
売却方法
　入札により購入者を決定の上、売却します。
　問い合わせは、水道局総務課庶務係（☎内線323）へ。

所在地 用途地域 地目 地積（㎡）最低入札価格

新里町山上1109‐21 指定なし 雑種地 115.00 1,190,000円

新里町小林91‐５ 指定なし 宅地 189.69 3,420,000円

新里町新川1932‐１ 指定なし 雑種地 2,786.00 31,770,000円

所在地 用途地域 地目 地積（㎡）最低入札価格

広沢町五丁目
1966‐６

第一種
住居

水道
用地 415.00 4,030,000 円

広沢町四丁目
1970‐22外１筆

第一種
住居

宅地
水道用地 5,414.57 24,880,000 円

市有地を売却します
　売却物件は次のとおりです。
申し込み
　７月18日（火）から８月４日（金）まで（土・日曜
日を除く）に、申込用紙に必要事項を記入し、新里支
所市民生活課へ申し込んでください。
　申込用紙と案内書は、新里支所市民生活課のほか、
市ホームページにも有ります。
売却方法
　入札により購入者を決定の上、売却します。
　問い合わせは、新里支所市民生活課庶務・税務係
（☎74‐2212）へ。

カスリーン台風の被害を受けた昭和通り（現在の南公民館付近）
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キノピーと手話を覚えよう

　このコーナーは、手話言語条例の施行に伴い、手話
への理解及び手話の普及を促進するためのものです。

問い合わせ＝福祉課（☎内線 259）

情報
ひろば

情報
ひろば

※本紙面上、費用の記載が
無いものは無料、申込方法
の記載が無いものは申し込
みは要りません。

市役所・支所業務時間
時間＝午前8時30分～午
後5時15分
休業日＝土、日、祝日
（振替休日）、年末年始
※市役所の住民基本台帳・
戸籍業務と税証明交付コー
ナーは午後６時30分まで
※市役所パスポート窓口は
午前9時から午後4時30分まで

日曜窓口（住民基本台帳・
戸籍に関する業務）
▶市役所
期日＝7月2日・16日、8月
6日
時間＝午前9時～午後4時

▶新里・黒保根支所、境
野・広沢・梅田・相生・川
内・菱公民館
期日＝7月2日、8月6日
（7月16日は実施しません）
時間＝午前9時～午後4時

市政に対する御意見を
お寄せください
　投書箱（市役所１階、両支
所）、郵送、ファクシミリ（43
‐1001）又は市ホームペー
ジからお寄せいただけます。
問い合わせ＝広報課（☎内線
505）

お
知
ら
せ

　
境
野
水
処
理
セ
ン
タ
ー

   

屋
上
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　
幼
児
や
小
学
校
低
学
年
向
け
の

無
料
プ
ー
ル
で
す
。

期
間
＝
７
月
８
日（
土
）
～
８
月

31
日（
木
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時問
い
合
わ
せ
＝
境
野
水
処
理
セ
ン

タ
ー
（
☎
44
６
１
８
４
）

　
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

期
間
＝
７
月
８
日（
土
）
～
８
月

27
日（
日
）※
悪
天
候
時
は
休
場

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時

費
用
＝
大
人
３
８
０
円
、
高
校
生

１
４
０
円（
学
生
証
提
示
が
な
い

場
合
は
大
人
料
金
）、
中
学
生
以

下
70
円
※
７
月
８
日（
土
）は
無
料

開
放
し
、
水
泳
協
会
に
よ
る
模
範

泳
法
な
ど
を
予
定

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
プ
ー
ル（
☎

53
８
８
３
０
）※
７
月
７
日（
金
）

ま
で
は
市
民
体
育
館（
☎
52
２
３

６
２
）

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
、
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
１
億
円
、
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
プ
チ
１
０
０
万
の

収
益
金
は
、
豊
か
な
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

販
売
期
間
＝
７
月
18
日（
火
）
～

８
月
10
日（
木
）

抽
せ
ん
日
＝
８
月
20
日（
日
）

問
い
合
わ
せ
＝
公
益
財
団
法
人
群

馬
県
市
町
村
振
興
協
会（
☎
０
２

７
‐
２
９
０
‐
１
３
５
０
）

　
傍
聴
で
き
ま
す

   

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
７
月
25
日（
火
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
午
後
１

時
30
分
か
ら
１
時
45
分
ま
で
教
育

委
員
会
総
務
課
で
受
け
付
け

場
所
＝
特
別
会
議
室（
市
役
所
３
階
）

募
集
人
数
＝
５
人（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課（
☎
内
線
６
４
３
）

　
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

   

全
国
強
調
月
間

　
非
行
や
事
故
、
犯
罪
か
ら
子
ど

も
を
守
る
た
め
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
・
非

行
防
止
・
環
境
浄
化
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
課（
☎
47

２
１
８
４
）

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
強
調
月
間

　
こ
の
運
動
は
市
民
一
人
一
人
が

で
き
る
こ
と
か
ら
地
域
づ
く
り
に

参
加
し
、「
犯
罪
や
非
行
の
な
い

安
全
・
安
心
な
社
会
」を
築
い
て

い
こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

２
８
５
）

　
夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

　
運
動
期
間
は
７
月
11
日（
火
）か

ら
20
日（
木
）ま
で
で
す
。
運
動
の

重
点
は
、「
①
子
供
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
②
自
転
車
と
二
輪

車
の
交
通
事
故
防
止
③
飲
酒
運
転

の
根
絶
」で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
安
全
安
心
課（
☎

内
線
４
６
５
）

　
夏
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動

　
運
動
期
間
は
７
月
15
日（
土
）か

ら
８
月
31
日（
木
）ま
で
で
す
。

　
推
進
目
標
は「『
お
ぜ
の
か
み
さ

ま
県
民
運
動
』を
推
進
し
、
地
域

と
家
庭
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・

安
心
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を

考
え
よ
う
」で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
課（
☎
47

２
１
８
４
）

　今月は、「うれし
い」です。
　両手を自分の胸の
前で交互に上下させ
ます。この時、表情
も大切です。うれし
い思いを相手に伝え
るように笑顔で表現
してください。
　「楽しい」も同じ手
話です。

「うれしい」を表現する
キノピー
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15 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

催
し

お
知
ら
せ

募
集

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
講
演

　都
市
計
画
が
決
定
し
ま
し
た

　
桐
生
武
井
西
工
業
団
地
地
区
地

区
計
画
に
つ
い
て
、
５
月
10
日
に

都
市
計
画
決
定
し
ま
し
た
。
関
係

書
類
は
、
都
市
計
画
課（
市
役
所

５
階
）で
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
都
市
計
画
課（
☎

内
線
７
４
４
）

　桐
生
み
ど
り
地
域
総
合
支
援

   

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
相
談
会

　
障
害
児
及
び
障
害
者
が
、
生
活

支
援
や
就
労
支
援
を
受
け
る
た
め

の
基
盤
づ
く
り
、
福
祉
行
政
の
情

報
提
供
、
意
見
交
換
や
相
談
を
行

い
ま
す
。

期
日
＝
７
月
27
日（
木
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
午
後
１

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
開
始

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
ス
カ
イ
ホ

ー
ル

対
象
＝
市
内
又
は
み
ど
り
市
に
居

住
し
、
特
別
支
援
学
校
又
は
特
別

支
援
学
級
に
在
籍
中
の
児
童
・
生

徒
、
卒
業
し
て
３
年
以
内
の
人
と

そ
の
保
護
者

申
し
込
み
＝
７
月
20
日（
木
）ま
で

に
、
電
話
で
渡
良
瀬
特
別
支
援
学

校（
☎
76
７
３
２
１
）へ
。

　共
同
募
金
の
配
分
申
請
受
付

　
市
内
で
社
会
福
祉
事
業
を
行
う

団
体
が
平
成
30
年
度
に
実
施
す
る

事
業
を
対
象
に
共
同
募
金
の
配
分

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
＝
８
月
10
日（
木
）ま
で

に
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
直
接
又
は
郵
送
で
桐
生
市
社

会
福
祉
協
議
会（
〒
３
７
６
‐
０

０
０
６
新
宿
三
丁
目
３
‐
19
）へ
。

申
請
用
紙
は
桐
生
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
ほ
か
、
同
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
有
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
県
共
同
募
金

会
桐
生
市
支
会（
桐
生
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
、
☎
46
４
１
６
５
）

　福
祉
シ
ョ
ッ
プ

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

２
８
２
）

▼
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

期
日
＝
７
月
13
日（
木
）・
27
日

（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
２
時

▼
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

期
日
＝
８
月
３
日（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
２
時

　平
成
　年
度
情
報
公
開
・

　個
人
情
報
保
護
制
度
の
状
況

▼
情
報
公
開
制
度

　
昨
年
度
は
１
３
６
件
の
公
開
請

求
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
文
書
が
存

在
し
な
か
っ
た
な
ど
の
28
件
を
除

き
１
０
８
件
を
公
開
し
ま
し
た
。

▼
個
人
情
報
保
護
制
度

　
昨
年
度
ま
で
に
個
人
情
報
に
関

わ
る
事
務
を
５
４
２
件
登
録
し
、

昨
年
度
の
開
示
請
求
は
15
件
で
し

た
。

問
い
合
わ
せ
＝
情
報
管
理
課（
☎

内
線
７
７
３
）

　桐
生
八
木
節
ま
つ
り
期
間
中
の

   

図
書
館
開
館
時
間
の
変
更

　
図
書
館
と
新
里
図
書
館
で
は
、

桐
生
八
木
節
ま
つ
り
期
間
中
は
午

後
５
時
閉
館
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

期
間
中
は
、
図
書
館
の
新
聞
・
雑

誌
コ
ー
ナ
ー
は
休
憩
所
と
な
る
た

め
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

期
間
＝
８
月
４
日（
金
）
～
６
日

（
日
）

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館（
☎
47
４

３
４
１
）

募
集

　自
衛
官
・
学
生
募
集

▼
９
月
８
日（
金
）ま
で
の
受
け
付
け

種
目
＝
一
般
曹
候
補
生
…
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
人
。
自
衛
官
候
補

生
…
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人
、

た
だ
し
、
男
子
は
入
隊
月
に
よ
っ

て
は
随
時
受
け
付
け
。
航
空
学
生

…
高
卒（
見
込
み
含
む
）23
歳
未
満

の
人

▼
９
月
５
日（
火
）か
ら
９
月
29
日

（
金
）ま
で
の
受
け
付
け

種
目
＝
防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛

医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
・
看
護

学
科
学
生
…
高
卒（
見
込
み
含
む
）

21
歳
未
満
の
人

問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
群
馬
地
方

協
力
本
部
太
田
出
張
所（
☎
０
２

７
６
‐
４
５
‐
５
５
６
３
）

　動
物
愛
護
に
関
す
る

　標
語
募
集

応
募
方
法
＝
７
月
31
日（
月
）ま
で

に
、
桐
生
が
岡
動
物
園
内
に
設
置

の
応
募
用
紙
に
記
入
し
応
募
箱
へ
。

は
が
き
で
応
募
す
る
場
合
は
、
応

募
用
紙
を
は
が
き
に
貼
り
、
①
郵

便
番
号
②
電
話
番
号
③
住
所
④
氏

名
⑤
年
齢
⑥
職
業
又
は
学
校
と
学

年
を
記
入
し
、
桐
生
が
岡
動
物
園

（
〒
３
７
６
‐
０
０
５
６
宮
本
町

三
丁
目
８
‐
13
）へ
。
※
は
が
き

１
通
で
の
応
募
は
１
作
品
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡
動
物
園

（
☎
22
４
４
４
２
）

　子
ど
も
一
日
図
書
館
員
募
集

　
本
の
貸
出
や
返
却
な
ど
の
業
務

を
体
験
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
27
日（
木
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
＝
図
書
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
小
学
校

４
年
生
～
６
年
生

募
集
人
数
＝
10
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
７
月
7
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
19
日（
水
）ま
で
に
、
直

接
又
は
電
話
で
図
書
館（
☎
47
４

３
４
１
）へ
。

御
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

寄
付
金
（
敬
称
略
）

▼
㈱
群
馬
銀
行
（
㈱
山
田
製
作
所

地
方
創
生
私
募
債
発
行
記
念
）
／

１
０
０
万
円
▼
境
野
中
第
15
回
同

窓
会
／
２
９
５
２
円
▼
㈱
群
馬
銀

行
（
三
高
産
業
㈱
地
方
創
生
私
募

債
発
行
記
念
）
／
20
万
円
▼
明
治

大
学
校
友
会
桐
生
地
域
支
部
／
20

万
円
▼
第
12
区
サ
ン
フ
レ
ン
ズ

４
月
12
日
～
５
月
26
日
受
け
入
れ

／
６
万
３
５
０
円
▼
匿
名
／
１
万

円
▼
匿
名
／
６
７
０
７
円

ふ
る
さ
と
桐
生
応
援
寄
附
金

▼
匿
名
／
１
万
円
▼
匿
名
／
10
万

円物
品
（
敬
称
略
）

▼
新
井
今
子
／
藍
染
生
地
　
枚
▼

㈱
矢
野
／
ダ
ン
プ
ラ
製
プ
ラ
ン
タ

ー
「
フ
リ
ポ
」
40
個
▼
篠
原
学
／

電
子
ピ
ア
ノ
１
台
▼
㈱
群
馬
銀
行

（
群
馬
ヤ
ク
ル
ト
販
売
地
方
創
生

私
募
債
発
行
記
念
）
／
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｏ

Ｎ
大
判
プ
リ
ン
タ
ー
学
校
向
け
モ

デ
ル
１
式
▼
群
馬
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱

／
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー

の
苗
木
３
６
８
本

５
月
18
日
受
け
入
れ

54

28

４
月
13
日
～
５
月
23
日
受
け
入
れ
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　12月に有鄰館で開催する「第10回手
づくり布の絵本全国コンクール」の作
品を募集します。
対象＝小学生以上のアマチュアの人
応募期間＝10月３日（火）～ 24日（火）
作品必着
申し込み＝直接又は郵送で図書館（〒
376 ‐ 0022稲荷町1 ‐ 4、☎47 ‐ 43
41）へ。※募集要項は図書館に有りま
す。

手づくり布の絵本全国コンクール
応募作品募集

　講
座
・
講
演

　
お
も
し
ろ
科
学
教
室

　
不
思
議
な
噴
水
を
作
ろ
う
！

期
日
＝
７
月
29
日（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
小
・
中
学
生
※
小
学
校
３

年
生
以
下
は
大
人
の
付
き
添
い
が

必
要

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

費
用
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
７
月
８
日（
土
）か
ら
、

費
用
を
添
え
て
中
央
公
民
館（
☎

47
４
３
４
３
）へ
。

　
入
門
英
会
話
講
座

　
日
本
人
講
師
に
よ
る
講
座
で
す
。

期
日
＝
７
月
24
日
か
ら
８
月
28
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
。

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
昭
和
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人
と
桐

生
市
国
際
交
流
協
会
会
員
※
18
歳

以
上
　

募
集
人
数
＝
10
人（
先
着
順
）

参
加
費
＝
２
０
０
０
円（
協
会
員

は
１
０
０
０
円
）

申
し
込
み
＝
７
月
11
日（
火
）か
ら
、

電
話
で
桐
生
市
国
際
交
流
協
会

（
☎
内
線
５
３
７
）へ
。
協
会
員
は

７
月
10
日（
月
）か
ら
５
人
ま
で
先

行
受
け
付
け
。
※
１
度
の
申
し
込

み
は
２
人
ま
で

　
親
子
で
秋
の
キ
ャ
ン
プ

　
生
活
を
体
験
し
よ
う

期
日
・
時
間
＝
９
月
２
日（
土
）

～
３
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
２

時
30
分
※
１
泊
２
日

場
所
＝
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数
＝
親
子
10
組（
先
着
順
）

費
用
＝
中
学
生
以
上
２
０
０
０
円
、

小
学
生
以
上
１
５
０
０
円
、
未
就

学
児
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
７
月
22
日（
土
）か

ら
、
電
話（
午
前
９
時
～
午
後
５

時
、
月
曜
日
を
除
く
）で
青
少
年

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
32
２
６

４
４
）へ
。

　
初
心
者
の
読
み
聞
か
せ
講
座

　
児
童
文
学
作
家
、
杉
山
亮あ
き
らさ
ん

の
も
の
が
た
り
ラ
イ
ブ
で
す
。
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

期
日
＝
７
月
22
日（
土
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分場
所
＝
市
民
文
化
会
館
第
２
会
議

研
修
室

申
し
込
み
＝
直
接
又
は
電
話
で
図

書
館（
☎
47
４
３
４
１
）へ
。
※
当

日
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

　
自
然
観
察
の
森
行
事

　
申
し
込
み
は
７
月
７
日（
金
）

か
ら
、
電
話
で
自
然
観
察
の
森

（
☎
65
６
９
０
１
）へ
。
※
火
曜
日
、

７
月
12
日（
水
）は
休
園

①
ガ
の
調
べ
方
講
座

期
日
＝
７
月
17
日（
祝
）

時
間
＝
午
後
６
時
～
８
時
30
分

集
合
場
所
＝
観
察
の
森
駐
車
場

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

対
象
＝
中
学
生
以
上  

②
親
子
夏
の
虫
観
察
会

期
日
＝
７
月
30
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数
＝
親
子
10
組

自
然
観
察
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
休
館
の
お
知
ら
せ

　
床
の
張
替
え
工
事
の
た
め
７
月

31
日（
月
）か
ら
８
月
11
日（
祝
）ま

で
休
館
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
園
内
の
観
察
及
び
事
務

所
は
通
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
自
然
観
察
の
森

（
☎
65
６
９
０
１
）

　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
講
座

場
所
＝
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
＝
電
話（
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）で
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
（
☎
54
２
１
０
１
）へ
。
※
土・

日
曜
日
を
除
く
。
各
講
座
と
も
募

集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で
す
。

▼
夏
休
み
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

（
桐
商
生
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ

を
作
っ
て
み
よ
う
！
）

期
日
＝
８
月
３
日（
木
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

募
集
人
数
＝
20
組 

費
用
＝
２
０
０
円（
う
ち
わ
２
枚
）

申
込
締
切
＝
７
月
21
日（
金
）

▼
エ
ク
セ
ル
応
用
講
座（
ビ
ジ
ネ

ス
資
料
作
成
）

期
間
＝
８
月
21
日
か
ら
９
月
25
日

ま
で
の
毎
週
月
・
木
曜
日
　

時
間
＝
午
後
６
時
45
分
～
８
時
15
分

募
集
人
数
＝
20
人

費
用
＝
３
１
８
０
円

申
込
締
切
＝
８
月
４
日（
金
）

フィットネスクラブカルチャースクール

体験・見学ＯＫ
お気軽にお問合せ下さい 0277-44-8000TEL

受付
時間

9:30～21:00
（日･祝日 休み）

体脂肪減量部 夏期生募集中！

２ヶ月コース￥12,000

トレーニングジム・プール・スタジオレッスンの
３種が自由に組合わせてご利用出来ます。

本気でやせたい方 ・疾病のない方、
医師から運動を勧められている方など

（事前オリエンテーションあり）* 入部資格 *

【平成 29 年 7月 1 日（土）～ 8月 31 日（木）】

入会金・年会費・入会手数料　 円０

正会員と同じ内容で施設をご利用できます。

減量部に入部されない方も、

期間中であれば、同料金で

ご利用できます。

ニーズに応じた運動指導及び、厚生労働省保健指導
プログラムを使用し、食生活の再確認をおこないます。

税込

まだ、 間に合う！

ペ　　　　ア　　　　ー　　　レ

入会金

０円

新しく自分磨きをしませんか？

受講生
募集中

事前オリエンテーション期間
平成 29 年 6 月 19 日（月）～ 6月 30 日（金）まで

ペアーレ桐生 検 索

心も身体も軽くな～れ !!

広
告
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　平成29年4月より「手話言語条例」が
施行されました。
　条例の趣旨に基づき手話の理解を深
めていただくため、「手話の魅力を知
ろう～手話ってなあに？～」と題して
ＮＨＫＥテレ「みんなの手話」にて講師
で出演中の善

よしおかおさむ

岡修さんが講演します。
期日＝８月10日（木）
時間＝午後２時～４時
場所＝市民文化会館スカイホール
申し込み＝①氏名②住所③電話番号を
記入し、ファクシミリ又はＥメールで
福祉課（ファクシミリ43‐ 0294、Ｅ
メールfukushi@city.kiryu.lg.jp）へ。
問い合わせ＝福祉課（☎内線259）

手話言語条例制定
記念講演会

17 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

募
集

お
知
ら
せ

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

催
し

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

広
告

　
美
文
字
講
座

期
日
＝
８
月
８
日（
火
）・
22
日

（
火
）・
29
日（
火
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

場
所
＝
青
年
の
家
講
堂

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
勤
務
・

通
学
す
る
18
歳
か
ら
お
お
む
ね
35

歳
く
ら
い
ま
で
の
人

募
集
人
数
＝
15
人（
先
着
順
）

費
用
＝
４
０
０
円

申
し
込
み
＝
７
月
７
日（
金
）か
ら
、

直
接
又
は
電
話
で
青
年
の
家（
☎

47
２
１
８
６
）へ
。

ス
ポ
ー
ツ

　
小
学
生
教
室

　
保
護
者
の
承
諾
と
送
迎
が
必
要

で
す
。

申
し
込
み
＝
市
民
体
育
館（
☎
54

５
７
０
５
）へ
。
各
教
室
と
も
先

着
順
で
す
。

▼
小
学
生「
鉄
棒
・
マ
ッ
ト
・
跳

び
箱
」教
室

期
日
＝
７
月
26
日（
水
）、
８
月
１

日（
火
）・
３
日（
木
）・
８
日（
火
）

時
間
＝
午
後
２
時
30
分
～
４
時

場
所
＝
ユ
ー
ユ
ー
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
通
学
す

る
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

募
集
人
数
＝
20
人

費
用
＝
２
５
０
０
円

持
ち
物
＝
運
動
着
、
室
内
運
動
靴

申
込
開
始
＝
７
月
10
日（
月
）か
ら

▼
小
学
生
か
け
っ
こ
教
室

期
日
＝
８
月
18
日（
金
）・
21
日

（
月
）・
23
日（
水
）

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所
＝
陸
上
競
技
場

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
通
学
す

る
小
学
生

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

持
ち
物
＝
運
動
着
、
運
動
靴

申
込
開
始
＝
７
月
14
日（
金
）か
ら

▼
小
学
生
初
心
者
水
泳
教
室

期
日
＝
７
月
31
日（
月
）、
８
月
１

日（
火
）・
２
日（
水
）・
７
日（
月
）・

８
日（
火
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
市
民
プ
ー
ル

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
通
学
す

る
水
泳
の
苦
手
な
小
学
校
１
年
生

か
ら
３
年
生

募
集
人
数
＝
20
人

費
用
＝
２
０
０
０
円

持
ち
物
＝
水
着
、
ゴ
ー
グ
ル
、
タ

オ
ル

申
込
開
始
＝
７
月
11
日（
火
）か
ら

▼
小
学
生
軟
式
野
球
教
室

期
日
＝
７
月
21
日（
金
）・
24
日

（
月
）・
28
日（
金
）・
31
日（
月
）、

８
月
４
日（
金
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
桐
生
球
場
附
属
球
場

対
象
＝
野
球
チ
ー
ム
に
無
所
属
で

市
内
に
居
住
又
は
通
学
す
る
小
学

校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

募
集
人
数
＝
20
人

費
用
＝
１
０
０
０
円

持
ち
物
＝
運
動
着
、
運
動
靴
、
野

球
帽
子
、
グ
ロ
ー
ブ

申
込
開
始
＝
７
月
７
日（
金
）か
ら

▼
初
心
者
ラ
グ
ビ
ー
教
室

期
日
＝
７
月
26
日（
水
）、
８
月
２

日（
水
）・
９
日（
水
）

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所
＝
桐
生
球
場
附
属
球
場
Ａ
Ｂ

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
通
学
す

る
小
学
生

募
集
人
数
＝
50
人

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
込
開
始
＝
７
月
11
日（
火
）か
ら

　
親
子
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

期
日
＝
８
月
21
日（
月
）・
22
日（
火
）

時
間
＝
午
後
４
時
～
５
時
30
分

場
所
＝
桐
生
ス
タ
ー
レ
ー
ン（
巴

町
二
丁
目
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
通
学
す

る
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
※
小
学

生
の
み
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

費
用
＝
大
人
１
０
０
０
円
、
小
学

生
７
０
０
円

持
ち
物
＝
運
動
着
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物

申
し
込
み
＝
７
月
11
日（
火
）か
ら
、

電
話
で
市
民
体
育
館（
☎
54
５
７

０
５
）へ
。

催
し

　
桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
８
月
５
日（
土
）・
19
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
１
日
５
回
上
演

場
所
＝
有
鄰
館
内
桐
生
か
ら
く
り

人
形
芝
居
館

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
３
６
６
）
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重
伝
建
選
定
５
周
年
　
　

　
重
伝
建
ま
つ
り

場
所
＝
有
鄰
館

問
い
合
わ
せ
＝
文
化
財
保
護
課

（
☎
内
線
３
４
６
）

▼
講
演
会

　「
戦
後
の
桐
生
織
物
と
買
継
商

秘
話
」と
題
し
た
講
演
で
す
。

期
日
＝
７
月
15
日（
土
）

時
間
＝
午
後
３
時
～
４
時

▼
古
写
真
展

期
日
＝
７
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
重
伝
建
地
区
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

期
日
＝
７
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
に
い
さ
と
薪
能「
桐
生
市
　

　
能
・
狂
言
鑑
賞
教
室
」

　
狂
言「
附ぶ

す子
」と
能「
殺せ
っ
し
ょ
う
せ
き

生
石
」を

上
演
し
ま
す
。
市
内
中
学
校
２
・

３
年
生
を
対
象
と
し
た
鑑
賞
教
室

で
す
が
、
一
般
席
も
用
意
し
ま
し
た
。

期
日
＝
９
月
６
日（
水
）

時
間
＝
午
前
の
部
…
午
前
10
時
か

ら（
午
前
９
時
30
分
開
場
）、
午
後

の
部
…
午
後
２
時
か
ら（
午
後
１

時
30
分
開
場
）

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
シ
ル
ク
ホ

ー
ル

募
集
人
数
＝
各
回
２
０
０
人
※
２

階
席
の
み
。
全
席
自
由

費
用
＝
２
０
０
０
円
※
チ
ケ
ッ
ト

は
７
月
10
日（
月
）か
ら
生
涯
学
習

課（
市
役
所
４
階
）、
各
公
民
館
、

市
民
文
化
会
館
で
販
売
し
ま
す
。

な
お
、
小
学
生
以
下
は
入
場
不
可

問
い
合
わ
せ
＝
新
里
公
民
館（
☎

74
４
１
５
１
）

　
市
民
文
化
会
館
の
催
し

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
文
化
会
館

（
☎
22
９
９
９
９
）

▼
ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

グ
ラ
ス
ハ
ー
プ
の
世
界

期
日
＝
７
月
31
日（
月
）

時
間
＝
午
前
11
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分
頃

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
シ
ル
ク
ホ

ー
ル

費
用
＝
全
席
自
由
５
０
０
円
※
事

前
の
販
売
は
回
数
券
の
み
。
３
歳

以
上
有
料

▼
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
を
楽
し
む

邦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｂボ

ブ
ｏ
ｂ
‘
ズ

期
日
＝
７
月
22
日（
土
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

費
用
＝
全
席
自
由
１
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
５
０
０
円

▼
夏
休
み
♪
16
㎜
フ
ィ
ル
ム
上
映
会

　「
上
毛
か
る
た
」の
中
の
自
然
や

歴
史
を
上
映
し
ま
す
。

期
日
＝
８
月
９
日（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
ス
カ
イ
ホ

ー
ル

　
桐
生
が
岡
遊
園
地
の
行
事

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡
遊
園
地

（
☎
22
７
５
８
０
）　

▼
乗
っ
て
♪
集
め
て
♪
ト
ラ
イ
！

夏
休
み
お
楽
し
み
抽
選
会

　
大
型
遊
器
具
御
利
用
ご
と
に
抽

選
予
備
券
を
１
枚
進
呈
し
、
５
種

類
集
め
る
と
、
抽
選
会
に
１
回
参

加
で
き
ま
す
。

期
間
＝
７
月
24
日（
月
）
～
８
月

28
日（
月
）※
土
・
日
、
祝
日
、
８

月
10
日（
木
）
～
17
日（
木
）を
除

く▼
ス
プ
レ
ー
ア
ー
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

期
日
＝
７
月
23
日（
日
）

時
間
＝
①
午
前
10
時
～
正
午
②
午

後
１
時
～
３
時
※
所
要
時
間
１
人

30
分
程
度

場
所
＝
管
理
事
務
所
前
※
雨
天
・

強
風
時
は
中
止

費
用
＝
３
０
０
円

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
会
場
に
て
午
前

９
時
30
分
か
ら
希
望
時
間
の
予
約

を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
み
ん
な
で
創
っ
て
楽
し
む
七
夕

飾
り

　
団
体
ご
と
に
竹
を
用
意
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
事
前
に
御

連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
７
月
20
日（
木
）
～
８
月

６
日（
日
）

掲
出
場
所
＝
園
内
各
所

▼
夏
休
み
カ
ブ
ト
虫
プ
レ
ゼ
ン
ト

期
日
＝
７
月
22
日（
土
）※
雨
天
の

場
合
は
７
月
23
日（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
45
分

募
集
人
数
＝
小
学
生
以
下
50
人

（
先
着
順
）

場
所
＝
管
理
事
務
所
前

▼
び
し
ょ
ぬ
れ
注
意
！
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
号
の
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
！

期
日
＝
７
月
29
日（
土
）・
30
日

（
日
）、８
月
５
日（
土
）・６
日（
日
）

時
間
＝
①
午
前
10
時
30
分
～
11
時

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
③
午
後

２
時
30
分
～
３
時
※
雨
天
中
止

持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
着
替
え

場
所
＝
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
シ
ッ
プ

乗
り
場
※
乗
り
物
券
が
必
要

対
象
＝
身
長
１
０
０
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
子
供
※
未
就
学
児
は

保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要

　
夏
休
み
天
体
観
察
会

　
夏
の
星
空
を
観
察
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
29
日（
土
）

時
間
＝
午
後
６
時
～
８
時
30
分

場
所
＝
図
書
館
天
体
観
測
室
、
屋

上
※
天
候
が
悪
い
と
き
は
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
室
で
天
文
教
室
を
実
施

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
７
月
12
日（
水
）か
ら

電
話
又
は
直
接
図
書
館（
☎
47
４

３
４
１
）へ
。

　
７
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

期
日
＝
７
月
８
日（
土
）・
９
日

（
日
）・
22
日（
土
）・
23
日（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

募
集
人
数
＝
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
入
場
券
を
図
書
館（
☎
47
４
３

４
１
）１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布
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19 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

 各 種 相 談 案 内

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
　

　
５
月
29
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

相
続
登
記
、
金
融
機
関
な
ど
に
お

け
る
預
金
の
払
戻
手
続
に
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
前
橋
地
方
法
務
局

桐
生
支
局（
☎
０
２
７
７
‐
４
４

‐
３
５
４
０
）

独
立
プ
ロ
野
球
リ
ー
グ
公
式
戦

群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス

「
桐
生
市
民
サ
ン
ク
ス
デ
ー
」

　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
は
半

額（
７
５
０
円
）に
な
り
ま
す
。
※

身
分
証
の
提
示
が
必
要
。
小
・
中

学
生
、
65
歳
以
上
の
人
、
福
祉
施

設
入
居
者
は
無
料

期
日
＝
７
月
15
日（
土
）

時
間
＝
午
後
１
時
か
ら
※「
ふ
れ

あ
い
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」を
午
後

０
時
10
分
か
ら
実
施

場
所
＝
桐
生
球
場

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
ス
ポ
ー
ツ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト（
☎
０
２
７
‐
３
８

６
‐
６
０
８
８
）

シ
ニ
ア
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
中
高
年
齢
者
を
対
象
と
し
た
再

就
職
支
援
、
情
報
提
供
で
す
。

期
日
＝
月
・
火
・
木
・
金
・
土
曜

日（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分

場
所
＝
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
東

毛
サ
テ
ラ
イ
ト（
本
町
六
丁
目
）

申
し
込
み
＝
群
馬
県
シ
ニ
ア
就
業

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
７
‐
３

８
１
‐
８
８
７
２
）へ
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ
ズ
バ
レ
イ
に
よ

る
勉
強
会
　

期
日
＝
７
月
27
日（
木
）

時
間
＝
①
午
前
10
時
～
11
時
②
午

前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

内
容
＝
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
て
空
き
時
間
に
で
き
る
仕
事
の

説
明
会
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
て
す
ぐ
取
り
か
か
れ
る
子
育
て

記
事
作
成
の
仕
事
講
座
※
ど
ち
ら

か
一
方
の
み
の
参
加
も
可

場
所
＝
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス「c

コ

コ

ト

モ

ocotom
o

」

（
本
町
五
丁
目
）

申
し
込
み
＝
７
月
26
日（
水
）ま
で

に
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

電
子
メ
ー
ル（w

ork@
kids-

valley.org

）で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ

ッ
ズ
バ
レ
イ（
☎
46
７
４
８
６
）へ
。

※
子
供
同
伴
の
場
合
は
子
供
の
人

数
と
月
齢
も
記
入

ぐ
ん
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
出
張
相
談

　
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
働
く
き

っ
か
け
が
つ
か
め
な
い
人
と
そ
の

家
族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日
＝
毎
月
第
３
火
曜
日

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
＝
勤
労
福
祉
会
館

申
し
込
み
＝
ぐ
ん
ま
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
東
毛
常
設
サ
テ

ラ
イ
ト（
☎
０
２
７
６
‐
５
７
‐

８
２
２
２
）へ
。

募
集

お
知
ら
せ

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

催
し

相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ

市民相談
（日常生活全般の相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

※電話での相談にも応じます。

無料法律相談
（弁護士による相談）

7月6日・13日・20日・27日、8月3日
の各木曜日
午前10時～正午

市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

※要予約。２週間前から市民相談18室（☎内線355・503）で、午前９時から午後４時まで先着
順に受け付けます。相談人数は１日当たり７人です。桐生市に住民登録している人が対象です。
7月11日（火）

午前10時～正午
新里総合センター（3階）

新里支所市民生活課（☎74‐

2212）
※要予約。7月10日(月）午後3時までに新里支所市民生活課（☎74‐2212）で、先着順に受け
付けます。相談人数は1日当たり7人です。桐生市に住民登録している人が対象です。

人権相談
（人権侵害や差別などに
   関する相談）
行政相談
（国などの仕事への要望・
   苦情）

7月11日・25日の各火曜日
午後1時30分～3時30分 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線573）

※11日・25日の人権相談は女性相談員が対応できます。希望者は、お申し出ください。

7月3日（月）、8月1日（火）
午前9時30分～11時30分 新里総合センター（３階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2212）
7月20日（木）
午前9時～11時 黒保根支所（２階） 黒保根支所市民生活課

（☎96‐2111）
消費生活相談
（消費生活の苦情や相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時

桐生市消費生活センター
（保健福祉会館４階）

桐生市消費生活センター
（☎40‐1112）

労働相談
（職場のトラブルに関する相談）

7月7日・21日、8月4日の各金曜日
午前9時～正午 市民相談室（市役所２階） 産業政策課（☎内線564）

子育て相談
（子育て相談に関すること）
児童虐待通報
（児童虐待と思ったら）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分 保健福祉会館（末広町）３階 子育て支援課子育て相談係

（☎43‐2000）

24時間対応 群馬県東部児童相談所（☎0276‐31‐3721）
児童相談所全国共通ダイヤル（☎189「いち・はや・く」）

福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
土、日、祝日は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。
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20

７
月
の
お
は
な
し
会
　

　　　　
来
場
し
た
お
子
さ
ん
の
年
齢
に

合
わ
せ
、
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

●
図
書
館
（
☎
47
４
３
４
１
）

期
日
＝
７
月
８
日
（
土
）
・
20
日

（
木
）
・
22
日
（
土
）

時
間
＝
土
曜
日
は
午
前
11
時
か
ら

30
分
程
度
、
木
曜
日
は
午
前
10
時

30
分
か
ら
30
分
程
度

●
新
里
図
書
館
（
☎
74
８
０
８
０
）

場所 行事 期日 受付時間 対象・内容

保健福祉
会館

３歳児健康診査 8 / 1（ 火 ）13:20 ～ 14:00 平成 26 年 1 月 9 日～ 1 月 28 日生まれ
１歳児かみかみ教室 8 / 7（ 月 ） 9:30 ～ 10:00 平成 28 年 8 月生まれ
３か月児健康診査 8 / 9（ 水 ）13:20 ～ 13:45 平成 29 年 4 月 16 日～ 5 月 15 日生まれ
育児相談 8/18（金）13:30 ～ 14:00 未就学児と保護者
７か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
絵本を配布（ブックスタート事業）

8/22（火）13:20 ～ 13:45 平成 28 年12月15日～平成 29 年1月15日生まれ

もぐもぐ離乳食 8/24（木） 9:30 ～ 9:45 生後およそ 5、6 か月のお子さんと保護者
申し込みが必要で、参加費は 100 円です。

１歳６か月児健康診査 8/29（火）13:20 ～ 14:00 平成 28 年 1 月 14 日～ 2 月 5 日生まれ
３歳児健康診査 8/30（水）13:20 ～ 14:00 平成 26 年 1 月 29 日～ 2 月 24 日生まれ
２歳児歯科健康診査 8/31（木）13:20 ～ 14:00 平成 27 年 2月2日～ 2月25日生まれ

新里町
保健文化
センター

育児相談 8 / 3（ 木 ）13:30 ～ 14:00 未就学児と保護者
７か月・３か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
7 か月児に絵本を配布（ブックスタート事業）

8/17（木）13:20 ～ 13:45
平成 29 年 5 月 1 日～ 5 月 31 日生まれ（3 か月）
平成 29 年 1 月 1日～ 1 月 31日生まれ（7 か月）

３歳児健康診査 8/21（月）13:20 ～ 14:00 平成 26 年 2 月 2 日～ 4 月 21 日生まれ
１歳児かみかみ教室 8/23（水） 9:30 ～ 10:00 平成 28 年 7 月 21 日～ 9 月 25 日生まれ

乳・幼児　健康診査など 問い合わせ＝健康づくり課（☎47‐1152）、新里保健センター（☎74‐5550）　
　　　

期
日
＝
７
月
８
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

親
と
子
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　　
親
子
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
、
桃

狩
り
、
パ
フ
ェ
作
り
な
ど
を
体
験

し
ま
す
。

期
日
＝
８
月
20
日
（
日
）

場
所
＝
原
田
農
園
（
沼
田
市
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
ひ
と
り

親
世
帯
の
親
と
子
、
母
と
子
の
会

の
会
員
で
あ
る
寡
婦

募
集
人
数
＝
28
人
（
超
え
た
場
合

は
抽
せ
ん
）

費
用
＝
大
人
２
０
０
０
円
（
非
会

員
３
０
０
０
円
）
、
４
歳
以
上

１
０
０
０
円
（
非
会
員
２
０
０
０

円
）
※
３
歳
以
下
は
無
料

申
し
込
み
＝
７
月
28
日
（
金
）
ま

子育て ナビゲーション

で
に
、
申
込
書
を
直
接
又
は
郵
送

（
〒
３
７
６
‐
０
０
０
６
新
宿
三

丁
目
３
‐
19
）
で
桐
生
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
46
４
１
６
５
）
へ
。

申
込
用
紙
は
、
同
協
議
会
、
子
育

て
支
援
課
に
有
り
ま
す
。

桐
生
母
子
保
健
み
ど
り
会

講
演
　

　
群
馬
県
前
橋
赤
十
字
病
院
小
児

科
医
溝み
ぞ
ぐ
ち
ふ
み
た
け

口
史
剛
先
生
に
よ
る
「
虐

待
の
サ
イ
ン
を
客
観
的
に
捉
え
る

た
め
に
」
と
題
し
た
お
話
で
す
。

期
日
＝
７
月
24
日
（
月
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
ス
カ
イ
ホ

ー
ル
Ａ

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
（
☎
47
１
１
５
２
）
へ
。

　子育てに役立
つ情報をまとめ
た「桐生市いき
いき子育てガイ
ドブック」を改
訂しました。子
育てに役立つ行
政サービスのほ
か、子育て関連
施設などをまと
めた「子育てマ
ップ」、妊娠・
出産から学童期
までの各種手続
きが流れで確認
できる「子育てカレンダー」などを全ページカ
ラーで掲載しています。
　ガイドブックは、健康づくり課で妊娠届出者
に配布するほか、子育て支援課や子育て支援セ
ンターなどにも有ります。また、市ホームペー
ジにも掲載しています。
問い合わせ＝子育て支援課（☎内線268）

桐生市いきいき子育て
ガイドブック

広報きりゅう平成29年7月号

広報7月号（情報ひろば、24P)170623_an.indd   20 2017/06/23   13:50:34



群馬こども救急相談

　休日や夜間（翌朝８時まで）
に子供が急に具合が悪くなった
とき相談に応じます。

☎♯８０００（短縮）

21 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

東
部
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

　
発
達
が
気
掛
か
り
な
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
、
専
門
員
や
医
師
が
心

理
学
的
・
医
学
的
な
面
か
ら
の
相

談
判
定
や
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
８
月
10
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
黒
保
根
町
保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
＝
子
育
て
支
援
課
子
育

て
相
談
係
（
☎
43
２
０
０
０
）
へ
。

す
こ
や
か
栄
養
相
談

　　　
妊
娠
中
の
食
事
、
母
乳
栄
養
、

離
乳
食
の
す
す
め
方
、
子
供
の
食

事
、
偏
食
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
こ
と

や
肥
満
・
や
せ
に
つ
い
て
の
不
安

な
ど
成
長
に
合
わ
せ
た
栄
養
の
相

談
を
管
理
栄
養
士
が
行
い
ま
す
。

期
日
＝
８
月
８
日
（
火
）

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広

町
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
（
☎
47
１
１
５
２
）
へ
。
※
日

程
の
都
合
が
合
わ
な
い
場
合
は
御

相
談
く
だ
さ
い
。
来
館
が
で
き
な

い
場
合
は
電
話
相
談
も
可
能
で
す
。

元気にすくすくそだっ
てね。

桐生っ子
パチリいい顔

平
ひらが

賀　詩
うた

ちゃん
2歳 1か月
（菱町四丁目）

稲
いなぎ

木　日
ひなた

向ちゃん
2歳 4か月

（広沢町六丁目）
これからも、いっぱい
笑わせてね♡

いっぱいあそんで、いっ
ぱいたべて、大きく大
きくなあーれ。

　市内に居住する３歳まで（申し込み時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （koho@city.kiryu.lg.jp）にお子さんの氏名（フリガナ）、生年
月日、住所、保護者氏名、電話番号とお子さんへのメッセージ（40 文字以内）を記入し、
お子さんの画像データを添付の上、広報課（☎内線 506）に申し込んでください。

荻
おぎの

野　峰
みねはる

玄ちゃん
１歳 11か月

（広沢町四丁目）

Ｑ１歳の女の子です。人見知りが５か
月から続いています。人見知りは、成
長と共に直りますか。
Ａ５か月頃になるといつも一緒にいる
人とそうでない人の区別がつくように
なります。ずっと続くのは、個性と考
えてよいと思います。人見知りは、悪
いことではなく必要に応じてどう対処
していくとよいか、だんだん身につけ
てしていくでしょう。子供の力を信じ
て見守っていくことが必要です。
　問い合わせは、子育て支援課子育て
相談係（☎43‐ 2000）へ。

神
かんだ

田　莉
り お

緒ちゃん
１歳 6か月

（浜松町二丁目）
大きくなったら、お兄
ちゃんとパパと３人で
やぐらに上がって一緒
に八木節やろうね！

　対象者には通知と
予診票を配布済みで
す。まだ接種してい
ない人は、お早目に
受けてください。
　予診票を紛失した人や転入した人は、
健康づくり課と新里・黒保根保健センタ
ーで予診票を発行しますので、母子保健
手帳を持参してください。
対象者＝麻しん風しん混合（２期）…平
成23年４月２日～平成24年４月１日生
まれ、二種混合…小学校６年生、日本脳
炎（２期）…高校３年生相当
問い合わせ＝健康づくり課（☎47‐
1152）

夏休みに予防接種を
受けましょう
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22

子
宮
頸け
い

が
ん
個
別
検
診

　
受
診
場
所
は
、
登
録
保
険
医
療

機
関
で
す
。
な
お
、
集
団
検
診
を

受
け
た
人
は
、
個
別
検
診
の
受
診

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
御
注
意
く
だ

さ
い
。

　
今
年
度
20
歳
を
迎
え
る
女
性
は
、

キ
ノ
ピ
ー
券
の
対
象
と
な
り
検
診

が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
受
診
の
際
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
・
各
種
検
診
受
診
券
」
、
「
キ

ノ
ピ
ー
券
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
＝
７
月
１
日
（
土
）
～

12
月
28
日
（
木
）

登
録
保
険
医
療
機
関
＝
安
部
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
☎
45
０
７
９
４
）
、
く

り
は
ら
医
院
（
☎
44
３
３
９
５
）
、

た
か
の
す
診
療
所
（
☎

65
９
２
２
９
）
、
高
橋
産
婦
人
科

医
院
（
☎
53
８
５
３
１
）
、
水
沼

診
療
所
（
☎
96
２
０
０
６
）

対
象
＝
20
歳
以
上
（
平
成
10
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
女
性

本
人
負
担
金
＝
１
１
０
０
円
（
70

歳
以
上
の
人
、
キ
ノ
ピ
ー
券
を
お

持
ち
の
人
は
無
料
で
す
。
生
活
保

護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
も
無
料
に
な
り
ま
す
の
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
）

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
づ
く
り
課
、

新
里
・
黒
保
根
保
健
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
肺
炎
球
菌

（
定
期
）
予
防
接
種

　
平
成
29
年
度
の
対
象
年
齢
の
人

に
は
、
４
月
に
予
診
票
を
郵
送
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
予
診
票
が
送
付
さ
れ
た

人
で
も
、
過
去
に
同
じ
種
類
の
ワ

ク
チ
ン
を
、
自
費
又
は
市
の
費
用

助
成
に
か
か
わ
ら
ず
一
度
で
も
受

け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
定
期
予

防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

御
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
づ
く
り
課

け
ん
こ
う
塾

　
「
が
ん
に
負
け
な
い
」
と
題
し

た
、
医
師
に
よ
る
講
話
で
す
。

期
日
＝
７
月
20
日
（
木
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広

町
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
へ
。

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
熱
中
症
の
発
症
者
が
急
増
す
る

７
月
を
「
熱
中
症
予
防
強
化
月

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
予
防
の
た
め
、
高
温
注
意
情
報

や
暑
さ
指
数
な
ど
の
情
報
を
活
用

し
、
暑
さ
を
避
け
る
、
こ
ま
め
に

水
分
を
補
給
す
る
、
集
団
活
動
の

場
で
は
お
互
い
に
配
慮
し
、
こ
ま

め
に
休
憩
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
７
月
１
日
（
土
）
か
ら

９
月
30
日
（
土
）
ま
で
（
各
施
設

の
休
館
日
を
除
く
）
、
熱
中
症
予

防
休
憩
所
を
設
け
ま
す
の
で
、
御

利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
＝
市
役
所
２
階
市
民
サ
ロ
ン
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
交
流
コ
ー
ナ

ー
（
新
宿
三
丁
目
）
、
新
里
総
合

セ
ン
タ
ー
３
階
サ
ロ
ン
室
、
黒
保

根
支
所
２
階
和
室
、
保
健
福
祉
会

館
（
末
広
町
）
３
階
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
お
子
さ
ん
連
れ
の
人

に
限
り
ま
す
）
、
各
公
民
館
、
青

年
の
家
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
づ
く
り
課

熱中症予防休憩所の目印

予診票（紫）と封筒予診票（紫）と封筒

胃がん検診 子宮頸
けい

がん検診

対象 40歳以上の人 20歳以上の女性

検診内容 バリウムによる胃部エックス線撮影 視診、内診、細胞診（頸部）

受付時間 ８：30～10：00 13：00～14：00

費用 1,000 円 1,100 円

7月11日（火） 保健福祉会館（末広町） －

7月12日（水） 梅田公民館 －

7月14日（金） 総合福祉センター（新宿三丁目） 相生公民館

7月19日（水） 菱公民館 －

7月21日（金） 北公民館 －

　会場名を記載した期日
に、集団検診を実施しま
す。
　全ての検診で、70歳以
上の人、キノピー券対象
の人は無料です。また、
生活保護世帯の人、市民
税非課税世帯の人も無料
になりますので、受け付
けでお申し出ください。
　詳しいことは、５月下
旬から６月上旬までに送
付した通知「日程と受け
方」を御覧ください。
　問い合わせは、健康づ
くり課又は新里・黒保根
保健センターへ。

がん検診
期日・会場など
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23 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

平日夜間急病診療所 ☎ 47 ｰ 2501

期日＝月～土曜日（祝日を除く）
時間＝午後７時 30 分～ 10 時 30 分
診療科目＝内科、小児科
場所＝桐生メディカルセンター１階（元宿町）

休日緊急歯科診療所 ☎ 45 ｰ 1397

期日＝日曜日、祝日、年末年始
時間＝午前 10 時～午後 3 時（受け付けは 2 時
30 分まで）
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２、
         赤岩橋堤町側交差点付近）
※受診の際は事前に御連絡ください

７・８月 休日当番接骨院
時間：午前９時～午後３時
※接骨院により時間を延長する場合があります。

期日 接骨院（電話番号） 場所

7月2日
（日）

鈴木接骨院（46‐3741） 新宿一丁目

吉田接骨院（52‐0606） 相生町二丁目

9日
（日）

中島接骨院仲町（43‐4117）仲町二丁目

なかじま接骨院（73‐6902）みどり市大間々町

16日
（日）

高田接骨院（43‐1713） 境野町二丁目

高橋接骨院（52‐0846） 広沢町五丁目

17日
（祝）

中島接骨院（22‐8555） 宮前町一丁目

中里接骨院（52‐6336） 広沢町一丁目

23日
（日）

野口接骨院（22‐0743） 宮前町二丁目

今井接骨院（43‐1111） 東一丁目

30日
（日）

澤接骨院（53‐9966） 相生町一丁目

深澤接骨院（46‐2929） 境野町二丁目

8月6日
（日）

近藤接骨院（72‐1455） みどり市大間々町

福間接骨院（44‐5100） 東七丁目

※受診の際は各病医院などに事前にお問い合わせください。休日当番医・接骨院は変更になる場合があります。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
専
門
医
師
が
、
「
こ
こ
ろ
」
に

悩
み
の
あ
る
人
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

期
日
＝
７
月
18
日
（
火
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広

町
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
へ
。

蚊
を
介
し
て
感
染
す
る
感

染
症
に
御
注
意
く
だ
さ
い

　
夏
は
、
蚊
が
発
生
し
や
す
い
季

節
で
す
。
デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
な
ど
は
、
主
に
蚊
を

介
し
て
感
染
し
ま
す
。

　
植
木
鉢
の
皿
や
空
き
缶
な
ど
に

雨
水
が
た
ま
る
と
、
蚊
の
発
生
源

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
発
生
源

を
減
ら
す
と
と
も
に
、
虫
よ
け
剤

の
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
御
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
づ
く
り
課

救急病院案内テレホン ☎ 22 ‐ 0099（24 時間対応）

７・８月　休日当番医   時間：午前９時～午後６時

期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

7月2日
（日）

児・内・耳鼻咽喉科 おりひめ医院（47‐1248） 織姫町

内科 石川内科クリニック（47‐3014） 東五丁目

眼科 川島眼科医院（45‐2242） 本町六丁目

9日
（日）

小児科 おのこどもクリニック（20‐7780）新宿三丁目

外・内科 恵愛堂クリニック（74‐2311） 新里町新川

脳・内・整形外科 さくらクリニック（46‐3739） 本町六丁目

16日
（日）

内・小児科 飯山医院（76‐9130） みどり市笠懸町

循・内科 はせがわ循環器内科クリニック（44‐9041）新宿二丁目

整形外科 えだくに整形外科（20‐2250） 新里町山上

17日
（祝）

内・児・循・消化器科 いずみ内科（20‐8080） 境野町六丁目

内科 わたらせリバーサイドクリニック（53‐3166）相生町一丁目

内科 権守内科医院（43‐7757） 堤町三丁目

23日
（日）

児・皮膚科 しむらクリニック（52‐5253） 相生町一丁目

内科 星野醫院（74‐8439） 新里町山上

外・整形外科 こんどう整形外科医院（44‐5066）仲町二丁目

30日
（日）

小児科 ひきた小児科クリニック（44‐3040） 仲町二丁目

外・内・婦・皮膚科 木の実クリニック（46‐6373） みどり市大間々町

耳鼻咽喉科 日野医院（54‐1820） 広沢町四丁目

8月6日
（日）

内・児・循・消・呼吸器科 星野クリニック（44‐1125） 小曽根町

内科 桐生協立診療所（53‐3911） 相生町二丁目

外・眼科 桐生クリニック（54‐1350） 広沢町二丁目

桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111
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 №
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皆
さ
ん
は
、
か
つ
て
桐
生
に
も

お
城
が
あ
っ
た
こ
と
を
御
存
知
で

し
ょ
う
か
。
お
城
と
い
っ
て
も
、

姫
路
城
や
彦
根
城
の
よ
う
な
天
守

閣
の
あ
る
城
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
室
町
時
代
後
半
か
ら
戦
国
時
代

に
か
け
て
、
市
内
に
は
い
く
つ
も

の
城
や
砦と
り
でが
築
か
れ
ま
し
た
。
た

い
て
い
は
山
の
尾
根
筋
を
巧
み
に

利
用
し
た
山
城
で
、
そ
の
中
で
も

代
表
的
な
も
の
が
、
梅
田
町
一
丁

目
の
桧ひ
し
ゃ
く
や
ま

杓
山
（
城
山
）
に
あ
っ
た

桧
杓
山
城
（
桐
生
城
）
で
す
。

　
か
つ
て
は
、
城
主
の
姓
は
桐
生

氏
だ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
古

文
書
や
仏
像
の
胎
内
銘
な
ど
か
ら
、

近
年
で
は
城
主
の
姓
を
佐
野
氏
と

す
る
見
解
が
有
力
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
今
か
ら
五
百
年
ほ
ど
前

の
桧
杓
山
城
に
関
わ
る
古
文
書
を

紹
介
し
、
戦
国
時
代
の
桐
生
の
様

子
を
う
か
が
い
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
写
真
の
古
文
書
の
中
心
よ
り
や

や
左
側
の
下
の
あ
た
り
に
、
ひ
と

き
わ
太
く
書
か
れ
た
部
分
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
は
花
押
と
い
っ
て
、
貴
族

や
武
士
が
自
分
が
出
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に

書
い
た
サ
イ
ン
で
す
。
こ
の
花

押
は
桧
杓
山
の
城
主
「
重し
げ
つ
な綱
」

の
も
の
で
、
宛
先
は
配
下
の

「
新あ
ら
い
ぶ
ぜ
ん
の
か
み

居
豊
前
守
」
。
前
半
部
分
が

欠
損
し
、
後
半
部
分
し
か
残
ら
な

い
こ
の
文
書
で
、
重
綱
は
豊
前
守

に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
命
令
し
て

い
ま
す
。

　
「
配
下
の
小
倉
衆
や
仁
田
山
衆

に
命
じ
て
、
城
の
周
り
に
松
の
苗

木
を
五
百
本
植
え
さ
せ
る
よ
う

に
。
」

　
な
ぜ
松
を
植
樹
し
た

の
か
の
理
由
は
、
常
緑

針
葉
樹
の
松
を
植
え
る

こ
と
で
、
城
の
様
子
を

う
か
が
い
に
く
く
す
る

と
い
っ
た
防
御
面
と
、

木
以
外
の
建
築
材
が
存

在
し
な
い
当
時
に
お
い

て
、
城
の
修
繕
を
は
じ

今月の表紙
　新里町にある山上城跡公園のアジ
サイが見ごろを迎えています。ホン
アジサイとガクアジサイが合わせて
約2 , 300株ほど植えられ、「山上城
跡」の空堀の周囲を花を眺めながら
散策できます。例年の見頃は6月中
旬から7月中旬ですが、開花が遅れ
たので少し長く楽しめそうです。

人口と世帯
（5月31日現在）

人口 114,463人（－237人）
男 55,126人（－134人）

女 59,337人（－103人）

世帯 49,928世帯（－63世帯）

( )内は前月比

今月の納税

固定資産税・都市計画税…第２期
国民健康保険税…第１期
７月31日（月）が納期限です
　コンビニエンスストアや銀行などの
ペイジー対応ＡＴＭからも納付可能で
す。口座振替を利用している人は、預
貯金残高の御確認をお願いします。

め
と
し
た
普
請
に
用
い
る
た
め
に

も
、
計
画
的
な
植
林
は
欠
か
せ
な

か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
桧
杓
山
城
の
城
主
に
つ
い
て
、

古
文
書
で
は
「
佐
野
大お
お
い
の
す
け

炊
助
」
や

「
佐
野
周す
お
う
の
か
み

防
守
」
と
書
か
れ
て
お

り
、
同
時
代
史
料
に
よ
り
実
名
が

確
認
で
き
る
人
物
は
、
こ
の
重
綱

と
助す
け
つ
な綱
（
祐す
け
つ
な綱
）
の
２
人
だ
け
で
す
。

　
こ
の
時
期
、
桧
杓
山
は
深
緑
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
山
頂
に

は
、
戦
国
時
代
の
興
亡
を
見
つ
め

て
き
た
曲く
る
わ輪
（
注
）
跡
が
残
り
ま

す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
図
書
館
（
☎

47
４
３
４
１
）
へ
。

（
注
）
曲
輪
＝
城
や
砦
の
周
囲
に

め
ぐ
ら
し
た
土
石
の
囲
い

▼
「
重
綱
書
状
」
展
示

期
間
＝
７
月
１
日
（
土
）
～
30
日

（
日
）
※
月
曜
日
と
18
日
（
火
）

は
休
館
。

場
所
＝
図
書
館
１
階

桐
生
市
立
図
書
館
の

所
蔵
資
料
か
ら

城
主
か
ら
の
手
紙

第 2回

重 綱 書 状
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